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序     文 

 

昨今、わが国の科学技術を活用した地球規模課題に関する国際協力への期待が高まるとともに、

日本国内でも科学技術に関する外交の強化や科学技術協力における ODA 活用の必要性・重要性

が謳われています。このような状況を受けて、2008 年度より「地球規模課題に対応する科学技術

協力」事業が新設されました。本事業は、環境・エネルギー、防災及び感染症等の分野において、

我が国と発展途上国の共同での技術の開発・応用や新しい知見の獲得を通じて、わが国の科学技

術力向上とともに、途上国側の研究能力向上を図ることを目的としています。なお、本事業は、

文部科学省、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）、外務省、独立行政法人国際協力機構（JICA）

の 4 機関が連携するものであり、国内での研究支援は JST が行い、開発途上国に対する支援は JICA

により行うこととなっています。 

日本国政府は、コロンビア共和国政府からの地球規模課題対応国際科学技術協力（SATREPS）

の要請に基づき、2014 年より 5 年間の予定で「遺伝的改良と先端フィールド管理技術の活用に

よるラテンアメリカ型省資源稲作の開発と定着プロジェクト」を実施しています。 

今般、本プロジェクトの中間地点を迎えたことを受け、協力期間前半における実績の確認、計画

に対する達成度の検証、評価 5 項目の観点からの評価を行うとともに、プロジェクト後半の行動

計画について検討することを目的として、2016 年 11 月 7 日から 27 日にかけて中間レビュー調査

団を現地に派遣し、プロジェクト活動の評価を行いました。 

本報告書は、同調査団によるコロンビア側関係者との協議及びレビュー結果等を取りまとめた

ものであり、本プロジェクト並びに関連する国際協力の推進に活用されることを願うものです。 

最後に、本調査にご協力をいただいた関係者の方々に、改めて深い謝意を表するとともに引き

続き一層のご支援をお願いする次第です。 

 

 

 

 

平成 29 年 5 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

農村開発部長 三次 啓都 
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されていたが、治安面の観点から日本人の

渡航が禁止されているので、中間レビュー

時点では、この地域での活動が実施されて
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評価調査結果要約表 
 

１. 案件の概要 

国名：コロンビア共和国 案件名： 遺伝的改良と先端フィールド管理技術の活用によるラテ

ンアメリカ型省資源稲作の開発と定着プロジェクト 
分野：農林水産-農業-農業一般 援助形態：技術協力プロジェクト-科学技術協力 
所轄部署： 農村開発部 協力金額（評価時点）：2.2 億円 
協力期間 2014 年 5 月 5 日～ 

2019 年 5 月 4 日 
（5 年間） 

先方関係機関： 
(1) 主管官庁：農業・農村開発省 
(2) 実施機関：CIAT（国際熱帯農業センター）、FEDEARROZ（稲

生産者連合会）、FLAR（ラテンアメリカ水稲基金）、国立バジェ大

学（UNIVALLE） 
日本側協力機関：東京大学、国立研究開発法人農業・食品産業技

術総合研究機構（元 独立行政法人農業生物資源研究所）、東京農

工大学、九州大学 
他の関連協力：  なし 

１－１ 協力の背景と概要 

 コロンビア共和国（以下、「コロンビア」と記す）において農業は重要なセクターの 1 つで

あり、コメは主要作物の 1 つに位置づけされている。コメは、コーヒー、トウモロコシに次い

で広く栽培されている主要作物であり、2007 年以降、コメ生産量は 250 万 t を超え、アメリカ

大陸では米国、ブラジル、ペルーに次ぐ第 4 位の生産国となっている。しかしながら、コメ消

費量が生産量を超え、コロンビアは 2011 年に 15 万 t のコメを輸入した。2012 年には、コロン

ビアと米国間で自由貿易協定（Free Trade Agreement：FTA）が締結され、近い将来、米国の安

いコメが優位に立つ可能性がある。 
 このような状況下、農業・農村開発省は、2011 年以降、稲生産者連合会（National Federation 
of Rice Growers：FEDEARROZ）、国際熱帯農業センター（International Center for Tropical 
Agriculture：CIAT）、コロンビア農業・牧畜研究機構や民間精米業者と密接に協力しつつ、稲

生産計画を提案した。コロンビア政府はまた、CIAT 及び FEDEARROZ と調整しつつ、わが国

の技術協力事業の枠組み内の SATREPS プログラムにおける共同研究事業（本プロジェクトで

ある、「遺伝的改良と先端フィールド管理技術の活用によるラテンアメリカ型省資源稲作の開

発と定着プロジェクト」）を要請した。 
 要請を受けて、2013 年に詳細計画策定調査が実施され、その後、2014 年 2 月に R/D に署名

され、2014 年 5 月から 5 年間のプロジェクトとして、本プロジェクトが開始された。 
 

１－２ 協力内容 
(1) 上位目標 

プロジェクトで開発された省資源稲作技術がコロンビアとラテンアメリカの農家に普及

される。 
(2) プロジェクト目標 

省資源稲作技術及びその実用化に資する技術を開発する。 
(3) アウトプット 

1) QTL 遺伝子集積により水・養分利用効率の高いイネの新品種に向けた育成系統が作出さ

れる。 
2) 効率的な施肥栽培管理のための技術が開発される。 
3) 流域スケールで効果のある節水栽培技術が確立される。 
4) 精密農業が試行され、技術の伝達と人材の育成システムが構築される。 

(4) 投入（評価時点） 
日本側： ①専門家派遣：長期専門家（業務調整）1 名及び短期専門家（研究者）10 名、

②研修員受入れ：本邦研修 3 名（延べ 6 名）、短期研究出張 8 名（延べ 9 名）、③機材供与：

総額約 0.61 億円、④ローカルコスト負担：約 0.42 億円 
コロンビア側： ①カウンターパート配置：20 名（中間レビュー時）、②機材調達：約 140
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万円、③ローカルコスト負担：約 1,900 万円、④土地・施設提供：日本人研究者・専門家

執務室、試験圃場、温室、ラボラトリー等 
２. 評価調査団の概要 

日本側 
評価者 

総括 稲葉 誠   JICA 国際協力専門員 
計画管理 渋谷 明日香 JICA 農村開発部 農業・農村開発第二グループ  

第五チーム 
研究企画 浅沼 修一  国立研究開発法人科学技術振興機構(JST) 研究主幹 
科学技術 
計画・評価 

小平 憲祐  国立研究開発法人科学技術振興機構(JST)  
国際科学技術部（SATREPS グループ）調査員 

評価分析 道順 勲  中央開発株式会社 海外事業部 
通訳 石井 裕子  翻訳センターパイオニア 

コロンビ

ア側評価

者 

リーダー Ms. Sara Maria Campos Infante：Coordinator, Group of Innovation and 
Technological Development, Directorate of Innovation, Technology 
Development and Sanitary Protection, Ministry of Agriculture and Rural 
Development (MARD) 

メンバー Mr. Juan Carlos Sandoval：Professional, Demand Division,  Colombian 
Presidential Agency of International Cooperation (APC-Colombia) 

メンバー Ms. Alba Lucia Chavez：Research Assistant, International Center for Tropical 
Agriculture (CIAT) 

メンバー Mr. Ivan Camilo Avila Cortes：Assistant, Technical Sub-Directorate, National 
Federation of Rice Growers (FEDEARROZ) 

調査期間  2016 年 11 月 7 日～2016 年 11 月 27 日 評価種類： 中間レビュー調査 
３. 評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 
成果 1： QTL 遺伝子集積により水・養分利用効率の高いイネの新品種に向けた育成系統が作出

される。 
実 績： 2018 年第 1 四半期には、有望系統の選抜ができると期待される（プロジェクト終了前）。
 
成果 2： 効率的な施肥栽培管理のための技術が開発される。 
実 績：資源効率的管理と施肥戦略は、プロジェクト終了時までに開発されると期待される。 
 
成果 3： 流域スケールで効果のある節水栽培技術が確立される。 
実 績： プロジェクト終了時までに節水栽培技術が確立されるかどうか、まだ見通すことがで

きない。 
 
成果 4： 精密農業が試行され、技術の伝達と人材育成システムが構築される。 
実 績： プロジェクト終了時までに 2 種類の技術マニュアルが作成される見込みである。しか

しながら、技術移転及び能力強化のための実践的システムの内容がまだ明確化になっていないた

め、コロンビアの環境に良く適合するような技術移転のための実践的システムが構築されるのか

どうか予想することは困難である。 
 
プロジェクト目標：省資源稲作技術及びその実用化に資する技術を開発する。 
実 績：技術指針や技術移転システムの内容についての検討が今後始まる見込みであるため（ま

だ具体的内容が検討されていないため）、プロジェクト終了時までに、コロンビアの環境に適し

た稲作のための技術指針と技術移転のためのシステムが開発されるのかどうか、まだ見通すこと

が困難である。 
 
３－２ 評価結果の要約 

(1) 妥当性： 以下の観点から判断して、本プロジェクトの妥当性は高い。 
1) コロンビアにおける稲作の生産性向上と省資源型稲作技術の開発の必要性 
2) コロンビア国政府の国家政策等との整合性 
3) わが国の対コロンビア国援助方針との整合性 
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4) プロジェクトアプローチの適切さ 
5) 日本による技術協力の優位性 

 
(2) 有効性： 有効性全般としては、おおむね高いと判断する 

本プロジェクトの 4 つの成果にかかわる活動、すなわち、有望系統の作出、効率的な施肥

栽培管理の開発、節水栽培技術の確立、技術移転と能力強化のための実践的人材育成システ

ムの構築、に関する活動の進捗状況は、成果によって異なる。成果 3 と成果 4 については、

進捗に遅れが見られるものの、プロジェクト全体としては、プロジェクト終了時までには、

開発しようとしている技術と有望系統の作出ができるものと期待される。稲作に関する技術

指針作成及び技術移転のための人材の育成システム構築については、その内容、作成スケジ

ュール、作成責任者などが、まだ決まっていない。したがって、この点についてコロンビア

側と日本側で議論を開始する必要がある。 
 

(3) 効率性： 以下の観点から判断して、本プロジェクトの効率性は、おおむね高いと判断す

 る。 
1) 日本側の投入の適切さ、2) コロンビア側投入の適切さ、3) プロジェクトマネジメン

ト 
 

(4) インパクト：  
上位目標の指標の 1 つについては、2018 年に数値指標を設定する予定になっているため、

現時点で、上位目標を達成されるかどうか見通すことは困難である。本プロジェクトのイン

パクトとしては、FEDEARROZ が自主的に灌漑水田における窒素バランスに係る圃場試験を

実施したことが上げられる。上位目標の達成見込みを現時点で判断することが困難なため、

本プロジェクトの全般的なインパクトを現時点で評価するには、時期尚早である。 
1) 上位目標 

「プロジェクトで開発された省資源稲作技術がコロンビアとラテンアメリカの農家に

普及される」達成の見通し 
上位目標については、PDM 内で 2 つの指標が設定されている。1 つ目の指標の中の数値

指標については、2018 年に決められる予定になっている。そのため、上位目標がプロジェ

クト終了後 3～5 年後に達成するかどうか、現時点で予測することは困難である。しかし

ながら、本プロジェクトを通じて開発される技術が、農家にとって適用しやすい技術であ

り、適切な数値指標が設定されれば、上位目標が将来達成される見込みは十分にあると想

定される。 
 

2) その他のインパクト 
2015 年にパイロット農家の圃場で行った施肥試験（窒素動態把握試験）の結果、施肥

を行っても 8～38%もの窒素分がアンモニア揮散で失われることが示され、また、圃場地

下 60cm にある土壌水が、圃場によっては 260ppm もの硝酸態窒素を含むことが明らかに

なった。これら予備的な試験結果の重要さを FEDEARROZ が認識し、2016 年には、

FEDEARROZ 自身で、各種窒素肥料を用いて、水稲栽培圃場における窒素損失を明らかに

する実験を行った（試験圃場は、パイロット農家とは異なる農家の圃場を利用）。現在、

試験結果の分析を進めている。 
 

(5) 持続性 
以下に記載する点から判断して、おおむね高くなるであろうと見込まれる。 

1) 政策面 
国家開発計画や農業・農村開発省の政策では、土壌・水の効率的利用、有望品種の育種、

コメセクターの競争力強化が重要視されている。米国との FTA との関連では、競争力強

化のためには、コメの生産コスト削減が重要となっている。コメの生産性向上と省資源型

稲作に資する技術開発は、今後も、コロンビア国政府の政策において、その重要性が継続

する見込みであり、したがって、政策面で持続性は確保される見込みである。 
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2) 制度面： 
水・窒素利用効率を高める稲の有望系統がプロジェクト終了時までに選抜される予定で

ある。プロジェクト終了後には、選抜された有望系統の栽培試験と新品種としての品種登

録手続きが必要となる。FEDEARROZ 及び CIAT は、数多くの稲の新品種を開発してきた

経験を持ち、また、品種登録手続きも行ってきた。したがって、品種登録にかかる手続き

は円滑に進められることが期待される。FEDEARROZ は、種子増殖と農家への種子販売に

かかる役割を担っている。本プロジェクトで開発される省資源型稲作技術と新しい品種に

ついては、FEDEARROZ とラテンアメリカ水稲基金（The Latin American Fund for Irrigated 
Rice：FLAR）の活動を通じて普及されることになる。 

 
3) 技術面： 

CIAT は、国際研究機関として能力の高い研究員がおり、本プロジェクトを通じて移転

された知識や研究手法は十分に定着する。根長が長い形質を有する別の品種の開発が必要

になった場合、CIAT は、本プロジェクトの経験を生かし、新品種開発を進める能力を有

する。本プロジェクト実施を通じて FEDEARROZ の研究者の技術開発能力を向上させて

おり、また、研究者の定着性が確保されているので、FEDEARROZ は、プロジェクト終了

後においても研究活動を継続するに十分な能力を有していると判断される。したがって、

本プロジェクトの成果の技術面での持続性は確保されていると言える。 
 

4) 財政面 
FEDEARROZ も FLAR も技術移転に関するプログラムを実施しており、そのための資金

も有している。本プロジェクトで開発される技術の普及は、既存の技術移転プログラムを

通じて実施されるので、財政面での持続性は十分に確保されていると言える。 
 
３－３ 効果発現に貢献した要因 

(1) 計画内容に関すること 
特になし 

(2) 実施プロセスに関すること 
特になし 

 
３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

(1) 計画内容に関すること 
特になし 

(2) 実施プロセスに関すること 
① 機材調達の遅れ 

機材の所有者、機材のリース契約、機材の輸入にかかる経費の負担等に関するコロンビ

ア側関係機関間での議論に長期間を要した。そのため日本で調達した機材の一部は、2016
年初めになってようやくコロンビアに届いた。この機材調達の遅れのため、たとえば、

Saldaña にある FEDEARROZ の試験場での試験開始やイバゲのパイロット農家の圃場で

の試験開始が遅れた。 
 

② 不安定な降雨 
2015 年 9 月から 2016 年 3 月にかけての降雨が非常に少なかったため、Saldaña にある

FEDEARROZ の試験場での試験やパイロット農家の圃場での試験開始が遅れた。 
 
３－５ 結論 
 合同中間レビュー調査団は、日本からの機材調達の遅れや 2015 年後半から 2016 年第 1 四半期

にかけての小雨のために、活動の進捗状況が成果ごとに異なることを確認したが、そのような負

の影響にもかかわらず（当初計画よりおおむね半年程度の遅れが生じているものの）、水・養分

利用効率の高い有望系統の作出や効率的な施肥管理技術の開発など、省資源型稲作技術の開発

は、おおむね順調に進展している。 
 プロジェクト活動の進捗状況に関する既存の情報のレビューと本プロジェクトの関係者への
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ヒアリングや議論を通じて、合同中間レビュー調査団は残りのプロジェクト期間のプロジェクト

活動を改善するため、また、より良いプロジェクト成果を得るために、いくつかの点を認識した

ので、それらの点について、提言として取りまとめた。 
 
３－６ 提言 

３－６－１ プロジェクトの残り期間（2019 年 5 月まで）にプロジェクトチーム（コロンビ

ア側及び日本側の研究者）が取るべき事項について 
(1) プロジェクト目標の共通かつ明確な理解に基づき、プロジェクト目標を達成するために、

成果 1 から成果 4 までの結果を統合すること 
(2) 成果 1 から成果 4 までの成果を統合する役割を担う研究者の配置 
(3) 日本人研究者派遣の頻度と滞在期間 
(4) 合同調整委員会（Joint Coordination Committee：JCC）会議でプロジェクトの方向性につい

てより深い議論を行うこと 
(5) 日本側が供与した機材の使用に関する研修 
(6) プロジェクトにかかわるデータのマネジメント 
(7) 開発予定の有望系統についての知的財産権 
(8) PDM の修正 

 
３－６－２ コロンビア側関係機関が取るべき事項について 
(1) 日本側が供与した機材の維持管理 
(2) 研究者の配置 
(3) プロジェクト成果の持続性 
 

３－７ 教訓 
（中間レビュー時点では、特になし） 
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中間レビュー調査結果要約表（英文）Summary of Mid-term Review 
 

1. Outline of the Project 
Country： Republic of Colombia Project title： Project for Development and Adoption of Latin American 

Low-input Rice Production System through Genetic Improvement and 
Advanced Field- Management Technologies 

Issue/Sector：Agriculture/ Forestry/ 
Fisheries- Agriculture- Agriculture/ 
General 

Cooperation scheme： Technical Cooperation Projects (SATREPS) 

Division in charge： Rural 
Development Department 

Total cost： 220,000,000 Yen 

Period of 
Cooperation 

From May 5, 2014 
to May 4, 2019 
(5 years) 

Partner Country’s Implementing Organization： 
(1) Responsible organization: Ministry of Agriculture and Rural 
Development (MARD) 
(2) Implementing organization: MARD, CIAT, FEDEARROZ, FLAR, and 
UNIVALLE 
Supporting Organization in Japan： None 

1-1. Background of the Project 
   Agriculture is one of the crucial sectors for Colombia and rice is considered to be a major crop in 
Colombia. Rice occupies the third largest cultivated area after coffee and maize. The rice production has 
been exceeded 2.5 million tons since 2007, which was the forth in the American continent following the 
United States of America, Brazil and Peru. However, the rice consumption exceeded production and 
therefore Colombia imported 150,000 tons in 2011. The cheaper rice produced in the United States of 
America might surpass Colombian one in the near future, as the Government of Colombia has signed the 
Free Trade Agreement with the United States of America in 2012. 
   In response to such situation, since 2011, Ministry of Agriculture and Rural Development (herein after 
referred to as “MARD”) has proposed Rice Producing Plan in close relation with National Federation of 
Rice Growers (herein after referred to as “FEDEARROZ”), International Center for Tropical Agriculture 
(herein after referred to as “CIAT”), Colombian Research Corporation for Agriculture and Livestock and 
private rice millers. 
   The Government of Colombia, in coordination with CIAT and FEDEARROZ, has requested a joint 
research project (the Project for Development and Adoption of Latin American Low-Input Rice Production 
System through Genetic Improvement and Advanced Field- Management Technologies (herein after referred 
to as “the Project”)) under the Science and Technology Research Partnership for Sustainable Development 
(SATREPS) Program under the framework of Technical Cooperation of the Government of Japan. 
 
1-2. Project Overview 
(1) Overall Goal 

The resource-efficient rice production techniques developed in the project are disseminated to 
agricultural producers in Colombia and Latin American countries. 

 
(2) Project Purpose 
  Resource-efficient rice production techniques and their implementation methods suitable for Colombian 
environment are developed. 
 
(3) Outputs 
1) The new breeding lines with higher water and nitrogen use efficiencies will be developed. 
2) The resource-efficient crop management and fertilization strategies will be developed at the farm scale. 
3) The water-efficient rice production system will be established at the watershed scale. 
4) The trial results from the precision agriculture experiments will be integrated and a practical system for 

technology transfer and capacity building will be established. 
 
(4) Inputs 
Japanese side： Japanese Expert: One long-term experts and 20 short-term experts (researchers) in total.  
Trainees received in Japan: Three persons for training Japan and eight persons for short research visit, and 
one person for long-term study in a University of Japan. Provision of equipment: US$596,000. Local cost 
expenditure: approx. US$410,000. 
Colombian side： Counterpart 20 persons (at the mid-term review). Equipment: US$14,000. Local Cost: 
approx. US$191,179. Provision of land and facilities: Office spaces for Japanese researchers/expert, 
experiment fields, laboratories, etc. 
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2. Evaluation Team 
Members of 
Evaluation 
Team 

(1) Japanese side 
1)  Leader: Dr. Makoto INABA, Director, Senior Advisor, Japan International Cooperation 

Agency (JICA) 
2)  Cooperation Planning: Ms. Asuka SHIBUYA, Assistant Director, Rural Development 

Department, JICA 
3)  Science and Technology Evaluation: Dr. Shuichi ASANUMA, Research Supervisor, Dept. 

of International Affairs (SATREPS Group), Japan Science and Technology Agency (JST)/ 
Professor Emeritus, Nagoya University 

4)  Science and Technology Evaluation: Dr. Kensuke KODAIRA, Associate Research 
Supervisor, Dept. of International Affairs (SATREPS Group), JST 

5)  Evaluation and Analysis: Mr. Isao DOJUN, Consultant, Chuo Kaihatsu Corporation 
6)  Interpreter: Ms. Hiroko ISHII, Translation Center Pioneer, Co. Ltd. 
(2) Colombian side 
1)  Leader : Ms. Sara Maria Campos Infante, Coordinator, Group of Innovation and 

Technological Development, Directorate of Innovation, Technology Development and 
Sanitary Protection, MARD 

2)  Member: Mr. Juan Carlos Sandoval, Professional, Demand Division,  Colombian 
Presidential Agency of International Cooperation (APC Colombia) 

3)  Member: Ms. Alba Lucia Chavez, Research Assistant, CIAT 
4)  Member: Mr. Ivan Camilo Avila Cortes, Assistant, Technical Sub-Directorate, 

FEDEARROZ 
Period of Evaluation  From November 7, 2016 to November 27, 

2016 
Type of Evaluation: Mid-term Review 

3. Results of Evaluation 
3-1. Project Performance 
Output 1: The new breeding lines with higher water and nitrogen use efficiencies will be developed. 
Achievement: According to the schedule on selection of lines, elite lines are expected to be selected in the 
first semester of 2018 (last year but before the end of the project period). 
 
Output 2: The resource-efficient crop management and fertilization strategies will be developed at the farm 
scale. 
Achievement: Development of the resource-efficient crop management and fertilization strategies is 
expected to be achieved before the end of the project period. 
  
Output 3: The water-efficient rice production system will be established at the watershed scale. 
Achievement: It is early to prospect whether establishment of the water-efficient rice production system is 
achieved by the end of the Project. 
 
Output 4: The trial results from the precision agriculture experiments will be integrated and a practical 
system for technology transfer and capacity building will be established. 
Achievement: It is expected two technical manuals in Spanish are prepared by the end of the Project. 
However, the contents of the practical system for technology transfer and capacity building are not clearly 
decided yet, therefore, it is difficult to prospect whether the practical system for technical transfer to be 
established is adaptable well for Colombian environment. 
 
Project Purpose: Resource-efficient rice production techniques and their implementation methods suitable 
for Colombian environment are developed. 
Achievement: It is difficult to prospect whether suitable technical guide for rice production and system for 
technology transfer for Colombian environment are developed by the end of the Project, because discussions 
on the contents for the technical guide and the system will start soon. 
 
3-2. Summary of Evaluation Results 
(1) Relevance 

The relevance of the Project is considered to be high based on the facts described below. 
1) Needs of increase of productivity of rice and development of resource-efficient rice production techniques 
in Colombia, 2) Relevance to the national policies of Colombia, 3) Conformity to the assistance policy of 
Japan to Colombia, 4) Appropriateness of the approaches taken by the Project, and 5) Comparative advantage 
of technical cooperation by Japan.  
(2) Effectiveness 

The overall effectiveness of the Project is considered to be moderately high. 
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   There are different progresses of project activities related with four Outputs i.e. 1) breeding new lines, 2) 
development of resource efficient crop management and fertilization strategies, 3) establishment of 
water-efficient rice production system, and 4) establishment of precision agriculture and practical system for 
technology transfer and capacity building. Although there are delays in activities for Output 3 and Output 4, it 
seems that development of specific resource-efficient rice cultivation techniques and breeding new elite lines 
are possible to be achieved by the end of the Project. However, as for the preparation of technical guide for 
rice production and system for technology transfer, their contents, schedule of preparation of them, persons 
responsible for its preparation, among others are not yet decided. Therefore, it is necessary to start 
discussions on this matter among persons concerned of Colombian and Japanese sides. 
 
(3) Efficiency 

The efficiency of the Project is considered to be moderately high from the viewpoints of 1) 
appropriateness of inputs provided by Japan, 2) inputs provided by Colombian side, and 3) project 
management, etc. 
 
(4) Impact 

Since one of the indicators of the Overall Goal will be decided in 2018, it is difficult to prospect its 
achievability in the future. An impact of the Project observed is the field experiment of nitrogen balance in 
irrigated rice field by FEDEARROZ. Because it is difficult to prospect achievability of the Overall Goal, it is 
premature at present to assess the overall impact of the Project. 

 
1) Prospect of achieving the Overall Goal “The resource-efficient rice production techniques developed in 

the project are disseminated to agricultural producers in Colombia and Latin American countries.” 
With regard to the Overall Goal, two indicators are described in PDM. The first numerical indicator will be 

decided in 2018. Therefore, it is difficult to prospect at present the achievability of the Overall Goal between 3 
and 5 years after the completion of the Project. However, the Overall Goal is assumed to be attained if the 
adaptability of the developed technology is high for farmers and the appropriate numerical indicator is set up.

   
2) Other Impact Observed 

  a) In the course of field experiment on fertilizer application at the pilot farm in 2015, it was found that 
3-38% of applied nitrogen was lost through ammonia volatilization, and the percolation water in the soil 
at 60cm depth had high concentration of nitrate nitrogen (260ppm). Recognizing importance of these 
preliminary results, FEDEARROZ has conducted an experiment of comparing different nitrogen 
fertilizers for their nitrogen loss at an irrigated rice field by its own initiative in 2016. Analysis of the 
experimental results is underway. 

 
(5) Sustainability 

Sustainability of the Project is likely to be moderately high based on the facts described below. 
 

1) Policy aspect 
The efficient use of soil and water, breeding of useful varieties and strengthening competitiveness of the 

rice sector are regarded important in the national development plan of Colombia and in the policies of 
MARD. Reduction of rice production cost is important for strengthening competitiveness in relation to FTA 
with the United States of America. Technological development that will contribute to improvement of 
productivity of rice and resource-saving rice cultivation are expected to continue its importance in the 
policies of the Government of Colombia. Therefore, it is expected that sustainability will be secured in policy 
aspect. 

 
2) Institutional aspect 

Elite lines with improved water and nitrogen use efficiencies will be selected by the end of the Project. 
After the completion of the Project, necessary cultivation experiments and procedures for registering 
developed lines as new varieties will be carried out. FEDEARROZ and CIAT have experiences in the 
development of many new rice varieties and their registration, therefore, it is expected that variety 
registration procedures will be progressed efficiently. FEDEARROZ has roles of seed multiplication and seed 
sales to farmers. As for resource-efficient rice production techniques and new varieties will be disseminated 
through FEDEARROZ and FLAR activities. 

 
3) Technical aspect 

CIAT and FEDEARROZ have enough capability to maintain the research activities after the completion 
of the Project which guarantees technical sustainability of outcomes of the Project. 
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4) Financial aspect 
   Both FEDEARROZ and FLAR are implementing the programs related to technology transfer and they 
have funds for their activities. Therefore, dissemination of techniques developed can be done with the 
existing technology transfer programs and it is considered that the financial sustainability will be secured 
well. 
 
3-3. Factors that promoted realization of effects 
(1) Factors concerning to planning 
   None 
(2) Factors concerning to the implementation process 
   None 
 
3-4. Factors that impeded realization of effects 
(1) Factors concerning to planning 
   None 
(2) Factors concerning to the implementation process 
  1) Delayed procurement of equipment 

It took certain long period in getting agreements among the Colombian institutions concerned about 
ownership of equipment, lease agreement of equipment, and expenses necessary for import tax and 
others. Several kinds of equipment procured in Japan were delivered in early 2016. Due to this 
delay, for example, commencement of experiments at the Saldaña station and at a field of pilot 
farmer in Ibagué was delayed. 

  2) Erratic rainfall 
Rainfall from September 2015 to March 2016 was very little and it was not possible to start rice 
cultivation at the experimental fields at FEDEARROZ’s experimental station in Saldaña and the 
experimental fields in three pilot farmers. 
 

3-5. Conclusion 
   The Mid-term Review Team has confirmed that progress of project activities differs by the activities or 
sub-themes due to delay of procurement of equipment from Japan and the occurrence of dry period (low level 
and less frequency of rainfall from the latter half of 2015 to the first quarter of 2016). Despite such negative 
influences (there is about half-year delay in progress of project activities compared to the initially planned 
schedule), the development of resource-efficient rice production techniques, such as development of new 
breeding lines with higher water and nitrogen use efficiencies and development of resource-efficient crop 
management and fertilization strategies) has been progressing effectively in general. 
   Through reviewing available information on the progress of project activities and hearing/discussion with 
the persons concerned with the Project, the Mid-term Review Team recognized several points for improving 
project activities in the remaining project period and obtaining better outcomes of the Project. Such points are 
explained in the next chapter as recommendations.  
 
3-6. Recommendations 
3-6-1. Recommended Actions to be taken by the Project Team (Colombian researchers and Japanese 
researchers) in the Remaining Cooperation Period (up to May 2019) 
(1) Integration of the results of sub-themes 1 to 4 to achieve the Project Purpose based on common and clear 

understanding on the Project Purpose 
(2) Assignment of a researcher who leads role in the integration of the results from sub-themes 1 to 4 
(3) Frequency and duration of dispatch of Japanese researchers 
(4) Further and deeper discussions about the direction of the Project at the JCC meetings 
(5) Training on use of equipment provided by Japanese side 
(6) Management of data of the Project 
(7) Intellectual property right of elite lines to be developed 
(8) Amendment of the PDM 
 
3-6-2. Recommended Actions to be taken by the Institutions Concerned in Colombia 
(1) Operation and management of equipment provided by Japanese side 
(2) Assignment of researcher(s) 
(3) Sustainability of the results of the Project 
 
3-7. Lessons Learned  
(None at the mid-term review) 
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第 1 章 調査の概要 

 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

１－１－１ 調査団派遣の経緯 

コロンビア共和国（以下、コロンビアと記す）における「遺伝的改良と先端フィールド管理

技術の活用によるラテンアメリカ型省資源稲作の開発と定着プロジェクト」は、2014 年 5 月か

ら 5 年間の予定で開始され、プロジェクト期間の約半分が経過したことから、本中間レビュー

調査を実施することになった。 

 

１－１－２ 調査団派遣の目的 

本中間レビュー調査では、相手側実施機関と合同で、本プロジェクトの目標や成果の達成状

況を検証し、評価 5 項目を用いて評価を行う。また、評価結果に基づき、プロジェクトの残り

期間の活動における重点事項を検討し、成果の発現を高めるための提言や類似プロジェクトに

対する教訓を抽出し、合同レビュー報告書にまとめ、合意する。 

具体的な調査内容は、以下のとおり。 

(1) これまでの実績の確認（投入実績や活動の進捗と実績）、実施プロセスの検証 

(2) プロジェクト目標と成果の達成状況、貢献・阻害要因の分析 

(3) 上記(1)、(2)を踏まえ、評価 5 項目の観点からの総合的な評価 

(4) 効果発現のために取るべき改善策の提言 

(5) 類似プロジェクトのための教訓抽出 

(6) 上記(1)～(5)を合同評価報告書に取りまとめ、合意する。 

 

１－２ 団員構成 

日本側評価団とコロンビア側評価団のメンバーを下表に示す。本中間レビュー調査は合同評価

として実施された。 

 

(1) 日本側評価メンバー 

担 当 氏 名 所 属・役 職 調査期間 

総 括 稲葉 誠 独立行政法人国際協力機構  

国際協力専門員 

2016 年 11 月 14 日～

11 月 27 日 

計画管理 渋谷 明日香 独立行政法人国際協力機構 農村開発部 

農業・農村開発第二グループ第五チーム 

2016 年 11 月 14 日～

11 月 27 日 

研究企画 浅沼 修一 国立研究開発法人科学技術振興機構  

研究主幹 

2016 年 11 月 14 日～

11 月 26 日 

科学技術 

計画・評価 

小平 憲祐 国立研究開発法人科学技術振興機構  

国際科学技術部 調査員 

2016 年 11 月 14 日～

11 月 27 日 

評価分析 道順 勲 中央開発株式会社 海外事業部 2016 年 11 月 7 日～

11 月 25 日 
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通 訳 石井 裕子 翻訳センターパイオニア 2016 年 11 月 7 日～

11 月 27 日 

 

(2) コロンビア側評価メンバー 

担 当 氏 名 所 属 

リーダー Ms. Sara Maria 

Campos Infante 

Coordinator, Group of Innovation and Technological 

Development, Directorate of Innovation, Technology 

Development and Sanitary Protection, Ministry of 

Agriculture and Rural Development (MARD) 

メンバー Mr. Juan Carlos 

Sandoval 

Professional, Demand Division,  Colombian Presidential 

Agency of International Cooperation (APC-Colombia) 

メンバー Ms. Alba Lucia 

Chavez 

Research Assistant, International Center for Tropical 

Agriculture (CIAT) 

メンバー Mr. Ivan Camilo 

Avila Cortes 

Assistant, Technical Sub-Directorate, National Federation 

of Rice Growers (FEDEARROZ) 

 

１－３ 調査日程 

2016 年 11 月 7 日（月）から 11 月 27 日（日）までの 21 日間。概略の日程は、下表のとおり。

詳細日程については、英文レポートの Annex 1 を参照のこと。 

 月日 曜日 行 程 

1 11 月 7 日 月 （コンサルタント団員及び通訳）日本発、コロンビア着 
2 11 月 8 日 火 ①JICA コロンビア支所打合せ 

②FEDEARROZ 訪問・インタビュー 
移動：ボゴタ→イバゲ 

3 11 月 9 日 水 FEDEARROZ イバゲ事務所での打合せ・インタビュー 
4 11 月 10 日 木 ①Saldaña 市にある FEDEARROZ の試験場訪問（インタビューと圃場視察） 

②イバゲ市近郊のパイロット農家（2 戸）へのインタビューと農家圃場視察 
移動：イバゲ→ボゴタ 

5 11 月 11 日 金 移動：ボゴタ→カリ 
CIAT、FLAR、UNIVALLE の研究者（カウンターパート等）インタビュー 
移動：カリ→ボゴタ 

6 11 月 12 日 土 資料整理 
7 11 月 13 日 日 官団員：日本発（コンサルタント団員：資料整理） 
8 11 月 14 日 月 （コロンビアの祭日） 

官団員：コロンビア到着（コンサルタント団員：資料整理） 
9 11 月 15 日 火 ①JICA コロンビア支所打合せ 

②合同評価メンバーの Kickoff ミーティング 
③農業・農村開発省表敬・インタビュー 
④FEDEARROZ 本部表敬・インタビュー 
移動：ボゴタ→イバゲ 

10 11 月 16 日 水 ①FEDEARROZ イバゲ事務所でのインタビュー 
②イバゲ市近郊のパイロット農家（3 戸）へのインタビューと農家圃場視察 

11 11 月 17 日 木 ①Saldaña 市にある FEDEARROZ の試験場訪問（インタビューと圃場視察） 
②精密農業に関する活動を実施しているサイト訪問・インタビュー（イバゲ近郊

の Calicacnto 地区の農家圃場） 
移動：イバゲ→ボゴタ 

12 11 月 18 日 金 移動：ボゴタ→カリ 
CIAT、FLAR、UNIVALLE の研究者（カウンターパート等）インタビュー及び試

験圃場視察 
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移動：カリ→ボゴタ 
13 11 月 19 日 土 合同中間レビューレポートの検討（日本側） 
14 11 月 20 日 日 合同中間レビューレポート案の検討（日本側） 
15 11 月 21 日 月 合同中間レビューレポートの検討（合同評価チーム） 
16 11 月 22 日 火 合同中間レビューレポート最終化（合同評価チーム） 
17 11 月 23 日 水 JCC 会議開催・評価結果説明・ミニッツ署名、日本大使館報告 

移動：ボゴタ→イバゲ 
18 11 月 24 日 木 本プロジェクトにかかわるシンポジウム出席（FEDEARROZ イバゲ事務所） 
19 11 月 25 日 金 本プロジェクトの技術委員会会議参加（一部の調査団メンバーは、ボゴタへ移動

後、帰国へ） 
20 11 月 26 日 土 （移動） 
21 11 月 27 日 日 日本着（一部調査団メンバー除く） 

 

１－４ 主要面談者 

(1) 農業・農村開発省（Ministry of Agriculture and Rural Development：MARD）  

Claudia Cuervo Cardona 技術革新・衛生保全部  部長（ Directora Innovación, 

Desarrollo Tecnológico y Protección Sanitaria）（本プロジェク

トのプロジェクト・ダイレクター） 

Nelson Lozano Castro 環境保全・気候変動コーディネーター（ Coordinador, 

Sostenibilidad Ambiental y Cambio Climático） 

Sara Maria Campos Infante 技術革新・衛生保全部コーディネーター（Coordinador, 

Innovación, Desarrollo Tecnológico y Protección Sanitaria）（合

同評価メンバー） 

 

(2) コロンビア国際協力局（APC-Colombia） 

Juan Carlos Sandoval ニーズマネジメント部専門員（Profesional, Dirección de 

Gestión de Demanda）（合同評価メンバー） 

 

(3) 稲生産者連合会（FEDEARROZ） 

① 本部（ボゴタ市） 

Rafael Hernández 理事長（Gerente General） 

Rosa Lucía Rojas  事務局長（Secretaria General） 

Mayriam Patricia Guzmán García 技術局 局長（Subgerente Técnico） 

Ivan Camilo Avila Cortes 技術局 アシスタント（Asistente Subgerencia Técnica） 

 

② イバゲ事務所 

Armando Castilla プロフェッショナル・スタッフ（Profesional, Ph.D）(C/P)

Ximena Blanco R. プロフェッショナル・スタッフ（Profesional）(C/P) 

Nilson Alfonso Ibarra プロフェッショナル・スタッフ（Profesional）(C/P) 

Dario Fernando Pineda プロフェッショナル・スタッフ（Profesional）(C/P) 

 

③ Las Lagunas 試験場（Saldaña 市） 

Nelson F. Amézquita Varón プロフェッショナル・スタッフ（Profesional）(C/P) 
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Gabriel Garcés Varón プロフェッショナル・スタッフ（Profesional）(C/P) 

 

(4) 国際熱帯農業センター（CIAT） 

Joe Tohme 農業生物多様性研究分野 ディレクター（Director, 

Agrobiodiversity Research Area）（本プロジェクトのプロジ

ェクト・マネジャー） 

Fernando J. Correa Victoria 稲プログラムリーダー、植物病理学者（Fito patólogo PhD, 

Líder de Programa de Arroz）(C/P) 

Michael Gómez Selvaraj 作物生理学者（Crop Physiologist）(C/P) 

石谷 学 農業生物多様性研究分野 シニアサイエンティスト

（Senior Scientist, Agrobiodiversity Research Area）(C/P) 

Milton Ortiz CIAT 研究者（Researcher CIAT）(C/P) 

Natalia Espinosa FEDEARROZ 所属の農業技師（CIAT 勤務）（ Ingeniera 

agrónoma, FEDEARROZ-CIAT）(C/P) 

Eliana González Valencia TPMSAS 試験室技師（Técnico de laboratorio, TPMSAS）

 

(5) ラテンアメリカ水稲基金（FLAR） 

Eduardo Graterol エグゼクティブディレクター（Director Ejecutivo） 

Santiago Jaramillo 農業技師（Agrónomo） 

 

 

(6) 国立バジェ大学（University of Valle：UNIVALLE） 

Jorge E. Rubiano M. 人 文 学 部 地 理 学 科  学 科 長 （ Jefe de Departamento, 

Departamento de Geografía, Facultad de Humanidades） 

 

(7) 協力農家（パイロット農家） 

Félix Andrés Arango Gastro ペラレス農場 農場主（Agricultor, Finca Perales） 

Nicolás Laserna  ポトレリト農場 農場主（Arrocera Potrerito） 

Rubén Diosman Sanabele Huzo ポトレリト農場 管理人（Administrador, Arrocera Potrerito）

Juan Gambina M. ラ・ピラール農場 農場主（Hda. La Pilar） 

Pascual Viña ラ・ピラール農場 管理人（Administrador, Hda. La Pilar）

Rafael Ospina カリカント農場 管理人（Administrador, Finca Calicanto）

 

(8) 在コロンビア日本国大使館 

畑中 龍太郎 特命全権大使 

青木 大 一等書記官 

 

(9) JICA コロンビア支所 

室澤 智史 支所長 

倉岡 由紀 企画調査員 
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Catalina Bastidas プログラムオフィサー 

 

(10) 日本人専門家等 

岡田 謙介 東京大学教授（本プロジェクトの代表研究者） 

林 良三 業務調整 

小川 諭志 東京大学 JSPS フェロー 

Lorena López Galvis 東京大学 博士研究員 

Carlos Gutiérrez プロジェクト雇用のアシスタント 
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第２章 プロジェクトの概要 

 

２－１ プロジェクトの背景 

コロンビアでは、コメ栽培面積は全農地面積（340 万 ha）の 13%である約 45 万 ha を占めてお

り、コーヒー、トウモロコシに次いで広く栽培されている主要作物である。コロンビアのコメ生

産量は 254 万 t（籾付）〔2011 年、国連農業食糧機関（Food and Agriculture Organization：FAO）〕

に上り、ラテンアメリカではブラジル、ペルーに次ぐ主要な生産国の 1 つとなっている。 

コメ栽培においては、全作付面積の約 57%にあたる 24 万 ha で灌漑が行われている〔2011 年、

コロンビア稲生産者連合会（FEDEARROZ）〕が、かけ流しの田越し灌漑が主流となっており、水

の利用効率は低い。また近年は、これまで作付けが行われてこなかった乾季作の要望が高くなっ

てきている一方で、旱魃等の影響による生産の減少が問題となっており、限られた水資源を効率

的に利用するニーズが高くなっている。 

さらに、水稲作の生産コストは近隣諸国に比べて相対的に高く、不適切な水管理、施肥管理技

術の不足等が原因となり、米国と比べて約 20%、ペルーと比べて約 15%高いと推定されている（コ

ロンビア農業・農村開発省）。そのため、米国との間で交わされた自由貿易協定（FTA：2012 年 5

月発効）のスケジュールに従って、今後、安価なコメの輸入量が増加すれば、コロンビアの稲作

農家に大きな影響が出ることが予想されている。 

このような状況下、農業・農村開発省は、2011 年以降、FEDEARROZ、CIAT、コロンビア農業・

牧畜研究機構や民間精米業者と密接に協力しつつ、稲生産計画を提案した。コロンビア政府はま

た、CIAT 及び FEDEARROZ と調整しつつ、わが国の技術協力事業の枠組み内の SATREPS プログ

ラムにおける共同研究事業（本プロジェクトである、「遺伝的改良と先端フィールド管理技術の活

用によるラテンアメリカ型省資源稲作の開発と定着プロジェクト」）を要請した。その後、2014

年 5 月から 5 年間の予定で本プロジェクトが開始された。 

 

２－２ プロジェクトの概要 

プロジェクト開始前の 2014 年 2 月 14 日に署名された討議議事録（Record of Discussion：R/D）

記載の PDM に沿って本プロジェクトの活動が実施されてきている。中間レビュー時点まで、PDM

の改訂は行われていない。したがって、本中間レビュー調査では、R/D 記載の PDM version 0 に

基づきレビューを行った。PDM version 0 の概要を以下に記載する。 

 

(1) 上位目標 

プロジェクトで開発された省資源稲作技術がコロンビアとラテンアメリカの農家に普及

される。 

 

(2) プロジェクト目標 

省資源稲作技術及びその実用化に資する技術を開発する。 

 

(3) 成果 
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1) QTL1遺伝子集積により水・養分利用効率の高いイネの新品種に向けた育成系統2が作出

される。 

2) 効率的な施肥栽培管理のための技術が開発される。 

3) 流域スケールで効果のある節水栽培技術が確立される。 

4) 精密農業3が試行され、技術の伝達と人材の育成システム4が構築される。 

 

(4) 活動 

1-1. 根系を中心とした高水・窒素利用効率に関連する遺伝子の検出と育種選抜のためのマ

ーカーを開発する。 

1-2. マーカー選抜育種法による準同質遺伝子系統及びその集積系統を作成する。 

1-3. 試験圃場において形質評価を行う。 

1-4. 育成系統を大量増殖する。 

2-1. 稲生育モデルを選定する。 

2-2. 湛水状態と畑状態を繰り返す現地の状況に適合するようにモデルのモジュールを改良

する。 

2-3. パイロット圃場においてモデルの適合性試験を行い、モデルを検証する。 

2-4. 成果 1 で開発される新育成系統を用い異なる条件下で適合性試験を行い、水と土壌の

パラメーターを修正する。 

2-5. 作物モデルの適合性検定を行い施肥反応試験を実施する。 

2-6. 生育モデルを援用した稲生育栄養診断アルゴリズムを確立する。 

2-7. 生産者向け施肥意思決定支援システムを開発する。 

3-1. 節水栽培適応性遺伝子を導入したイネの異なる土壌栽培環境での形質発現と遺伝・環

境相互作用を評価し、節水効果を向上させる環境条件や栽培方法を明らかにする。 

3-2. 土壌プロファイル別の水分吸収と水利用効率を明らかにする。 

3-3. 水田地帯でのモニタリングにより、水利用効率の低い要因を明らかにする。 

3-4. 新しい節水型稲作の比較試験を行い、圃場レベルでの節水効果を定量する。 

3-5. 圃場レベルでの節水効果を面的に評価する。 

3-6. プロジェクト対象地における基本情報を地理情報システム（Geographic Information 

System：GIS）で統合し、分布型流出モデルを構築する。 

3-7. 構築したモデルを対象地域に適用し、新規イネ育成系統と節水栽培導入の効果を面的

に評価する。 

4-1. トラクター搭載型リアルタイム土壌センサーを適用して土壌センシングと検量線作

成・更新圃場マップを作成する。 

4-2. 圃場マップに基づき精密農業マネジメントを行う。 

4-3. 精密農業技術のデモンストレーションを行う。 

                                                        
1 量的形質遺伝子座（Quantitative Trait Locus：QTL）：複数の遺伝子の効果の組み合わせによって決定される農業上有用な形質

を指す。 
2 品種登録前の品種候補。 
3 精密農業とは、「複雑で多様なばらつきのある農場に対し、事実を記録し、その記録に基づくきめ細やかなばらつき管理を

行い、収量、品質の向上及び環境負荷低減を総合的に達成しようという農場管理手法」（東京農工大学、澁澤教授）を指す。 
4 先進農家の経験・農業技術データ化し新規参入への伝達を可能とする仕組み。 
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4-4. 農匠ナビシステムを援用し、新技術を先進農家から新規参入農家に伝達するシステム

を構築する。 

4-5. 構築したシステムを用いて土壌マップの作成、作物、土壌、水管理課題などの個別技

術を伝達し、必要な改良を加える。 

4-6. プロジェクトで開発された各種技術を「ラテンアメリカ型省資源稲作技術」として情

報発信する。 

 

(5) 実施機関 

1) 責任機関 

MARD 

 

2) 実施機関 

CIAT、FEDEARROZ、FLAR、UNIVALLE 

 

(6) 受益者（計画） 

直接裨益者： CIAT、FEDEARROZ、FLAR、UNIVALLE の研究者 

間接裨益者： コロンビアのコメ生産者 

 

(7) 対象地域（計画） 

バジェデルカウカ（Valle del Cauca）県、トリマ（Tolima）県、メタ（Meta）県 

 

(8) プロジェクト期間 

5 年間（2014 年 5 月 5 日～2019 年 5 月 4 日） 

 

（詳細については、付属資料 2 の PDM version 0（仮和訳版）を参照のこと。 
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第３章 中間レビュー調査の方法 

 

３－１ 評価手法と評価項目 

３－１－１ 評価手法 

本中間レビュー調査は、「新 JICA 事業評価ガイドライン第 1 版（2010 年）」に沿って、日本

側及びコロンビア側メンバーで構成される合同評価チームを結成し、プロジェクト関連資料の

レビュー、プロジェクト関係者へのヒアリング、CIAT 及び FEDEARROZ の試験圃場の視察・

インタビュー、パイロット農家の試験圃場の視察と農家インタビューを実施し、PDM に基づき

合同評価を行ったものである。評価においては、プロジェクトの実施プロセス、プロジェクト

活動の進捗状況、プロジェクトの実績・成果の把握と分析を行い、また、5 項目評価（妥当性、

有効性、効率性、インパクト、持続性）の観点からの評価も行った。コロンビア現地において

は、評価結果を英語とスペイン語の報告書に取りまとめ、評価結果概要を、JCC 会議開催時に

JCC メンバーに説明した。 

 

３－１－２ 評価項目 

本プロジェクトに関する各種資料（詳細計画策定調査報告書、年次実施報告書、中間報告書、

プロジェクト側事前作成資料など）を参考にしつつ、また、PDM version 0 に基づき、プロジェ

クトの成果・実績、5 項目評価、実施プロセスに関する評価設問と収集必要な情報を設定した。 

 

３－１－３ データ収集方法 

情報・データ収集は以下の方法により実施した。 

情報・データ 
収集方法 

目的 主な情報源 

①文献調査 プロジェクトに関連する政策

との整合性把握並びに、プロ

ジェクトの実績に関連する情

報把握 

 コロンビアの国家開発計画 2014-2018 
 国家食料栄養安全保障計画（National Plan for Food and 

Nutrition Security 2012-2019） 
 対コロンビア国 国別援助方針（2013 年 3 月）（外務省）

 対コロンビア国 事業展開計画（2016 年 4 月）（外務省）

 詳細計画策定調査報告書（JICA、2014 年 4 月） 
 実施報告書（各年度）及びプロジェクト側作成資料等

②インタビ

ュー 
プロジェクトの実績・進捗状

況及び実施プロセスに関する

ヒアリング・確認 

 日本人研究者・専門家、プロジェクト雇用スタッフ 
 CIAT、FEDEARROZ、FLAR、UNIVALLE のカウンター

パート 
 パイロット農家の経営者及び農場管理者（3 戸）など 

③質問票 プロジェクトの実績、成果の

発現状況、効率性、インパク

ト、持続性に関連する事項の

把握 

 日本人研究者 
 コロンビア側カウンターパート 
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第４章 計画達成度 

 

４－１ 投入実績 

４－１－１ 日本側投入 

(1) 日本人専門家派遣 

長期専門家としては、業務調整が 1 名、短期専門家としては、研究者 10 名がコロンビ

アに派遣された。短期専門家の専門分野は、作物養分管理・作物モデル、分子育種、節水

技術の開発、コミュニティベース精密農業、水平技術伝達などである。日本人専門家の派

遣実績詳細については、英文レポートの Annex 4 を参照のこと。 

 

(2) 本邦研修 

FEDEARROZ の研究者 3 名が本邦研修に参加した（1 人が複数回参加している場合があ

り、延べの本邦研修参加者数は、6 名である）。研修テーマは、①DNA マーカー選抜育種

法の習得、②地域レベルでの精密農業の導入、の 2 種類である。短期研究出張として、8

名の研究者が日本を訪問した（複数回訪問した研究者がいるので、延べ人数は、9 名）。こ

のほか、1 名の研究者が東京大学での長期留学を開始した。カウンターパートの本邦研修

実績の詳細については、英文レポートの Annex 5 を参照のこと。 

 

(3) 機材供与 

研究活動のために、日本側が各種の研究機器、農業機械、事務用機器等を供与した。機

器の中には、レインアウトシェルター5、TV 会議システム、葉面積計、葉緑素計、精米機

器、脱穀機、土壌サンプルキットなどが含まれる。調達機器の総額は約 US$ 596,000 であ

る。調達した供与機器の詳細情報については、英文レポートの Annex 6 を参照のこと。 

 

(4) 日本側負担現地活動経費 

日本側が現地での活動経費として負担した金額は、2016 年 6 月時点で約 11.9 億コロンビ

アペソ（約 US$410,000）である。経費の中には、一時的雇用にかかる人件費、雨避けシェ

ルターの建設費、物品調達、プロジェクト活動に関する交通・通信費などである。活動経

費の詳細データについては、英文レポートの Annex 7 を参照のこと。 

 

４－１－２ コロンビア側投入 

(1) カウンターパートの配置 

中間レビュー調査時点でプロジェクト活動に参加しているカウンターパートの人数は、

20 名である。この人数には、プロジェクト・ダイレクターとプロジェクト・マネジャーを

含む。機関別のカウンターパート数を下表に示す。プロジェクト開始時からのカウンター

パート配置実績詳細については、英文レポートの Annex 8 を参照のこと。 

 

                                                        
5 作物栽培試験のために利用する施設で、作物に雨がかからないよう制御する屋根付きの施設。 
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 機関 
カウンターパート数 
（中間レビュー時） 

1 農業・農村開発省 1 
2 CIAT 5 
3 FEDEARROZ 12 
4 FLAR 1 
5 UNIVALLE 1 
 計 20 

 

(2) コロンビア側による機材調達 

CIAT は、遺伝子分析のために大容量遠心分離機と粉砕器を購入した。これら機器の総額

は、US$14,000 である。これら機器の詳細情報については、英文レポートの Annex 9 を参

照のこと。 

 

(3) コロンビア側負担経費 

プロジェクト活動実施のため、CIAT、FEDEARROZ、FLAR、UNIVALLE は、交通費、

人件費、消耗品費などを負担した。これら 4 機関が 2014 年と 2015 年に負担した経費の総

額は、US$191,179 であった。下表に 4 機関の年度別経費負担額を示す。負担経費の詳細デ

ータについては、英文レポートの Annex 10 を参照のこと。 

 

機関名 通貨単位 2014 年 2015 年 2016 年 計 
CIAT US ドル 66,600 56,000 --- 122,600
FEDEARROZ コロンビアペソ 95,138,991 95,138,991 --- 190,277,982
FLAR コロンビアペソ 3,800,000 0 --- 3,800,000
UNIVALLE コロンビアペソ 4,800,000 1,711 --- 4,801,711

合計（US ドル換算値） 
(1US ドル= 2,900 コロンビアペソ) 

102,372 88,807 --- 191,179

 

(4) オフィススペース、試験圃場等の施設の提供 

CIAT は、CIAT 本部があるカリ市において、日本人専門家用の事務スペース、試験圃場、

ラボラトリー、温室などを提供している。FEDEARROZ は、イバゲ市にある FEDEARROZ

事務所において事務スペース、ラボラトリー、作業場所等を提供し、また、Saldaña にある

FEDEARROZ の試験圃場も提供している。 

 

４－２ 活動実績 

プロジェクト活動は、プロジェクト開始以降、PDM 及び PO に記載された活動項目に沿って実

施されてきた。活動項目毎の活動の進捗状況及び主な成果並びにプロジェクト残り期間の活動に

ついて、中間レビュー調査団がプロジェクトチーム（日本人専門家及びコロンビア側カウンター

パート）から得た情報に基づき作成したものを次ページ以降の表に示す。 
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表： 活動の進捗状況と主な成果 

活動項目 進捗状況と主な成果 達成見込み 活動遅延理由 今後の計画 
1-1 根系を中心とした高水・窒素

利用効率に関連する遺伝子の

検出と育種選抜のためのマー

カーを開発する。 

プロジェクトの初年度に、根長に関与する遺伝子の情報

を日本側からコロンビア側に提供し、コロンビア側で 5
つの対象遺伝子を選抜するマーカーが選抜・開発された。

この活動は、初年度に達

成済み。 

--- 選抜されたマーカーは、活動

1-2 で活用されている。 

1-2 マーカー選抜育種法による準

同質遺伝子系統及びその集積

系統を作成する。 

Kinandang Patong (KP)品種（根長が長い形質を持つ品種）

とコロンビアの 4 品種（Fedearroz 60、Fedearroz 174、
Fedearroz 473、CT21375）とが交配された。プロジェクト

の第 2 年次から、対象遺伝子を含むゲノム領域がヘテロ

になった系統の選抜が進められている。現在までに、2
品種で BC3F2 種子の収穫まで進んでいる。また、残り 2
品種については 1 世代遅れで選抜が進んでいる。当初計

画に比較して、系統育成が半年ほど遅れているが、今後

は問題なく選抜が進むと期待されている。 
（注：Kinandang Patong はフィリピン原産の陸稲品種） 

2017 年度後半までに有

望系統候補が選抜され

ることが見込まれてい

る。 

最短で、3 年半で有望

系統を選抜すること

が期待されていたが、

現地のニーズに合わ

せて選抜対象品種の

変更があったために、

予定より半年遅れた。

今後、CIAT において DNA マ

ーカーを用いてBC3F2まで選

抜を行い、来年度（2017 年）

以降 1-3 の活動に候補系統を

供試する。 

1-3 試験圃場において形質評価を

行う。 
CIAT において、BC3F1の基本的な特徴付けに関する予備

的な試験が行われた。現在、穂形質の調査が行われてい

る。本格的な調査は、BC3F2種子が収穫された後に始まる

予定である。本格的な調査のために必要な灌漑施設、雨

避けシェルター、UAV（無人航空機：通称ドローン）を

用いた画像撮影機器の導入が行われ、予備試験が行われ

た。 

プロジェクトの 5 年目

には、圃場において収量

評価が実施される予定

である。 

--- 
 

今後、FEDEARROZ の農業試

験場において、収量評価を含

む本格的な試験が、BC3F3 世

代の系統を用いて実施され

る予定。 

1-4 育成系統を大量増殖する。 現時点では、育成系統の増殖までには至っていない。 プロジェクトの最終年

度に種子増殖が実施さ

れる予定。 

--- 活動 1-3 で有望系統が選抜さ

れた後、すぐに、種子の増殖

を行い、コロンビア国内の複

数箇所の試験場で収量試験

が実施される予定である。 
2-1 稲生育モデルを選定する。 日本及びコロンビアにおける圃場試験とそれから得られ

たデータを用いて、稲生育モデルを試行し、またコロン

ビア側研究者による評価も踏まえて検討・選定し、結果

として APSIM-ORYZA2000 を用い、暫時 ORYZA3 に移行

する方針となった。 
 
（ APSIM ：農業生産シミュレーションモデル。

ORYZA2000 及び ORYZA3：コメの作物成長モデル） 

この活動の目的は、す

でに達成された。 

--- この活動の成果は、活動 2-2
の活動に利用されている。 

2-2 湛水状態と畑状態を繰り返す

現地の状況に適合するように

モデルのモジュールを改良す

日本及びコロンビアにおける圃場試験で、生育モデル改

良に必要なデータが取得された。現在、生育モデルのパ

ラメーター決定及び適合度検定を実施中である。 

当初予定より遅れるが

この活動の目的は達成

される見込みである。

プロジェクト開始初

年度に、イバゲのパ

イロット農家で必要

今後、生育モデルの研究を進

める過程で必要な改良を行

っていく。 
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活動項目 進捗状況と主な成果 達成見込み 活動遅延理由 今後の計画 
る。 な気象データが取得

できなかった。 
2-3 パイロット圃場においてモデ

ルの適合性試験を行い、モデ

ルを検証する。 

イバゲにあるパイロット農家の圃場で 2014 年、2015 年、

2016 年の 3 シーズン、大規模な試験が繰り返し実施され、

必要なデータが取得された。さらにもう 1 回、2016/2017
年の栽培シーズンに圃場試験が実施される予定。 

当初予定より半年ほど

遅れているがこの活動

の目的は達成される見

込み。 

プロジェクト開始初

年度に、イバゲのパ

イロット農家で必要

な気象データが取得

できなかった。 

今後、生育モデルの研究にお

いて必要な改良を行ってい

く。 

2-4 成果 1 で開発される新育成系

統を用い異なる条件下で適合

性試験を行い、水と土壌のパ

ラメーターを修正する。 

2016 年から生育モデルの改良を実施する予定になってい

たが、新系統育成が遅れているため、この活動はまだ開

始されてない。 

プロジェクトの最終年

度までには、パイロット

農家での試験を通じて、

この活動2-4の目的が達

成される見込みである。

新育成系統の開発の

遅れのため。 
新育成系統を用いたパイロ

ットスケールの圃場試験の

後、試験で得られたデータを

用いて、パラメーターの修正

を行う予定。 
2-5 作物モデルの適合性検定を行

い施肥反応試験を実施する。 
計画では 2016年から圃場試験が開始されるはずであった

が、新育成系統の開発遅れのため、圃場実験がまだ開始

できていない。 

最終年度までには、パイ

ロット農家での試験を

通じて、活動 2-5 の目的

が達成される見込みで

ある。 

新育成系統がまだ準

備できていないため。

2017 年中に、新育成系統を

取得し、その種子を増殖す

る計画である。2017-2018 年

にかけて、パイロットスケ

ールの圃場試験を行い、試

験から得られたデータに基

づいて、パラメーターの修

正を行う予定。 
2-6 生育モデルを援用した稲生育

栄養診断アルゴリズムを確立

する。 

稲栄養診断アルゴリズムの開発は、2015 年から開始され

る予定であったが、この活動は未着手である。 
プロジェクトの最終年

度までには、パイロット

農家圃場での試験を通

じて、この活動の目的が

達成される見込みであ

る。 

現在の作物生育モデ

ルのパラメーターの

決定と適合度検定が

未完成なため。 

現在の作物生育モデルのパ

ラメーター決定と適合度検

定の検討が終わり次第、稲

栄養診断アルゴリズムの開

発に着手する。 

2-7 生産者向け施肥意思決定支援

システムを開発する。 
この活動は、未着手であり、2017 年に開始する予定。 --- --- パラメーター決定と適合度

検定を実施した後に、2017
年に本活動に取り組む予

定。 
3-1 節水栽培適応性遺伝子を導入

したイネの、異なる土壌栽培

環境での形質発現と遺伝・環

境相互作用を評価し、節水効

果を向上させる環境条件や栽

培方法を明らかにする。 

4 つの育成系統と広域適応性を持つ品種を用いて、異なる

灌漑環境条件下で比較試験が実施された。試験結果から

は、水利用効率の向上の可能性が示唆された。慣行の間

断灌漑方法であっても、水利用効率は比較的高かった。

したがって、灌漑頻度を調整する方法で節水度を高める

余地が少ないことが分かった。また、窒素施肥について

は、220kgN/ha から 140kgN/ha まで施肥量を削減し、施肥

回数を 5 回分施から緩効性肥料と組み合わせた 3 回分施

2017年に利用可能とな

る新育成系統を用い、

改良灌漑マネジメント

と組み合わせること

で、この活動の目的が

達成されると期待され

る。試験圃場での成果

を農家圃場へ展開でき

新育種系統の開発の

遅れと、機材到着の

遅れ。 

プロジェクト期間の前半に

得られた本活動の結果のと

りまとめ。 
有望系統選抜のためには、

新育成系統の水利用効率の

評価が必要である。その評

価は、系統育成活動の中で

実施できるかもしれない。 
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活動項目 進捗状況と主な成果 達成見込み 活動遅延理由 今後の計画 
に下げても、収量の有意な低下を起こさないことが示さ

れた。なお、新育成系統を用いた試験はまだ開始されて

いない。 

ると最も効率が良い。

3-2 土壌プロファイル別の水分吸

収と水利用効率を明らかにす

る。 

DRO1 の畑条件（日本：IR64 背景）での異なる土壌強度

での深根性については確認されたが、一方、コロンビア

の灌漑水田での収量への効果は明瞭ではない。また、イ

バゲやサルダーニャの水田圃場の根域は、比較的浅いこ

とが分かった。 
 
（DRO1：深根性を制御する遺伝子） 

本プロジェクトを通じ

て、イバゲやサルダーニ

ャの水田圃場の根域が

比較的浅いことが分か

り、さらなる研究を必要

としない。したがって、

この活動は、当初計画ど

おり 2016 年に終了する

予定。 

--- --- 

3-3 水田地帯でのモニタリングに

より、水利用効率の低い要因

を明らかにする。 

タイパ（圃場内の畦）の形状と傾斜度が、水利用効率にお

ける重要な要素であることが解った。 
当初目的を達成したの

で、この活動は 2016 年

で終了する。 

--- プロジェクトの前半期に得

られた本活動の成果を取り

まとめる。 
3-4 新しい節水型稲作の比較試験

を行い、圃場レベルでの節水

効果を定量する。 

この活動は、2017 年に開始予定。 新育種素材完成時期に

よっては、圃場試験が 1
回しかできないかもし

れない。 

新育種系統の開発の

遅れ。 
新育成系統と新しい灌漑方

法を用いた試験を Saldaña に
ある FEDEARROZ の試験場

とパイロット農家の圃場で

実施すること。 
節水灌漑手法としては、以下

の 4 つの手法を検討する予

定。①多インレット稲灌漑

（Multiple inlet rice irrigation：
MIRI）、②早期灌漑停止、③

根発達後の deficit 灌漑（不足

灌漑）、④上記の灌漑手法の

組み合わせ。 
3-5 圃場レベルでの節水効果を面

的に評価する。 
試験圃場の入口と出口にパーシャルフリューム（水位を

計測する道具）を設置し、水量観測が実施された。ただ

し、水位変動が大きいため、灌漑水量を正確に測定する

ことが困難であった。 
その他、下方浸透量の測定に加え、土壌水分量の空間分

布及び時空間変動の測定と解析のために、3 週間の集中観

測が実施された。土壌表面がすぐ乾燥するのに対し、土

壌表面以外では、比較的湿潤な状態が保たれていること

が明らかになった。 

圃場レベルでの節水効

果の算定ができれば、活

動3-6で構築する水文モ

デルによって面的な評

価が可能になる。 
 
 

--- 活動 3-4 の項で記載した 4 つ

の灌漑手法を試験すること

を通じて、圃場レベルでの水

位計測の精度を改善する必

要がある。 

3-6 プロジェクト対象地における コロンビアをカバーする数値地図情報（標高及び土地利 コロンビアでは、水文デ 水文データを得るの 別流域におけるプロトタイ
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活動項目 進捗状況と主な成果 達成見込み 活動遅延理由 今後の計画 
基本情報を GIS で統合し、分

布型流出モデルを構築する。 
用）が収集された。また、IDEAM からトリマ県において

観測された水文データ（降水量及び河川流量）が入手さ

れ、データの整理が行われた。 

ータの入手が限定的で

あるものの、目標である

水文モデルの開発は、プ

ロジェクト期間中に可

能である。 

に長い時間がかかっ

た。データの欠損が多

いため、正確な水文分

析が困難であった。 

プの作成（分布型水文モデ

ル：表面流の計算はKinematic 
wave 法、水田にはタンクモ

デルを適用し、圃場レベルの

水管理等の広域スケールで

の評価が可能な構造にす

る）。 
3-7 構築したモデルを対象地域に

適用し、新規イネ育成系統と

節水栽培導入の効果を面的に

評価する。 

この活動は、2017 年に開始予定。 圃場レベルの節水効果

の算定ができれば、活動

3-6 で構築する水文モデ

ルによって面的な評価

は可能になる。 

--- 圃場レベルの節水効果の評

価結果に基づいて、水田タン

クモデルのパラメーターを

設定し、新規稲育成系統と節

水栽培導入の効果を評価す

る。 
4-1 トラクター搭載型リアルタイ

ム土壌センサーを適用して土

壌センシングと検量線作成・

更新圃場マップを作成する。 

イバゲ地域の水田圃場の土壌が硬いため、トラクター搭

載型土壌センサーのコロンビアへの導入は中断し、携帯

型土壌センサーの導入に切り替えた。GPS 位置測定、土

壌サンプリング、土壌分析、土壌スペクトル測定、検量

線作成、土壌マップ作成が実施された。 

当初目標を達成したの

で、この活動は 2014 年

に完了した。 

--- 1 種類の技術マニュアル（土

壌スペクトル測定に関する

もの）を作成中である。 
研修を受講したコロンビア

側研究者が他の稲作農家の

ために土壌図を作成する活

動を継続することが期待さ

れる。 
4-2 圃場マップに基づき精密農業

マネジメントを行う。 
コロンビア側カウンターパートは、マップ作成、マップ

理解、意思決定、作業評価の 4 つのレベルのマネジメン

ト戦略があることを、本邦研修参加を通じて修得した。

またマップ理解とのマップの利用においては、農家の参

加がキーとなることを学んだ。 

当初目標を達成したの

で、この活動は 2014 年

に完了した。 

--- --- 

4-3 精密農業技術のデモンストレ

ーションを行う。 
コロンビア側研究者は、日本の圃場で、リアルタイム土

壌センサー及び収量メーター付きコンバインの実演を見

学し、さらに、土壌マップの作成方法を研修した。また、

コロンビア側研究者は、精密農業技術を導入している日

本の農家と経験を交換した。 

精密農業にかかる本邦

研修は終了した。当初ス

ケジュールより遅れる

が、コロンビアにおける

精密農業のデモンスト

レーションは、2017 年

に実施される見込み。

--- 2017 年に Tolima 県内に精密

農業展示モデル圃場を設置

する。 

4-4 農匠ナビシステムを援用し、

新技術を先進農家から新規参

入農家に伝達するシステムを

構築する。 

コロンビア側カウンターパートは、日本で、農匠ナビシ

ステム導入農家と交流する機会を得た。なお、技術移転

システム開発にかかる活動は遅れている。 
 
（農匠ナビ：農業の匠の育成を支援する手法及び情報シ

AMTEC（FEDEARROZ
の技術適用奨励プログ

ラム）との連携を通じて

システム開発が達成さ

れる見込み。なお、当初

技術移転システムの

開発のためには、コロ

ンビアの稲作農家を

十分に理解すること

が必要である。その調

コロンビアの農業に適した

技術移転システムの開発。 
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活動項目 進捗状況と主な成果 達成見込み 活動遅延理由 今後の計画 
ステムの総称） スケジュールより遅れ

る見込み。 
査は、コロンビア側と

日本側の研究者が共

同で実施する必要が

ある。しかしながら、

このような活動は、人

材不足もあって、当初

計画のようにはまだ

実施されていない。 
4-5 構築したシステムを用いて土

壌マップの作成、作物、土壌、

水管理課題などの個別技術を

伝達し、必要な改良を加える。 

コロンビア水田において、GPS 位置測定、土壌サンプリ

ング、土壌分析、土壌スペクトル測定、検量線作成、土

壌マップ作成が実施された。 

個別技術の伝達スキー

ムについては、達成され

る見込み。 

--- コロンビアの対象サイトの

栽培技術体系を熟知しつつ、

活動 4-4 で開発される技術移

転システムが、新しい技術の

伝達に活用されるであろう。

この活動を通じてシステム

はさらに改良されるかもし

れない。 
4-6 プロジェクトで開発された各

種技術を「ラテンアメリカ型

省資源稲作技術」として情報

発信する。 

開発された技術が、対象サイトの現行技術体系にいかに

適合する形で普及するのかについて検討が開始された。

技術移転手法の検討が

開始された。 

--- モデル圃場あるいはモデル

農場をコロンビアに展開す

る。 
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４－３ 成果の達成状況 

４－３－１ 成果 1：【QTL 遺伝子集積により水・養分利用効率の高いイネの新品種に向けた育

成系統が作出される。】 

 

現時点の系統選抜スケジュールによると、2018 年の第 1 四半期に有望系統の選抜が行われる

予定である（本プロジェクトの最終年ではあるが、プロジェクト終了前である）。 

 

指標 1：3 つの有望系統が作出される。 

フィリピン原産の陸稲品種 Kinandang Patong (KP)（根伸長角度が大きく、根長が長く、根が

太いという特徴を持った品種）とコロンビアで栽培されている 4 つの品種（Fedearroz 60、

Fedearroz 174、Fedearroz 473、CT21375）を掛け合わせて、水・養分効率の高い新品種の作出が

進められている。このうち、3 つの掛け合わせ品種（Fedearroz 60/KP、CT21375/KP、Fedearroz 

174/KP）については、CIAT 内で BC3F1 世代までが選抜され、収量調査が実施された。もう 1

つの品種（Fedearroz 473/KP）は、BC2F1 世代までの選抜が行われた。今後、CIAT で、本プロ

ジェクトで開発した DNA マーカーを用いて BC3F3 世代まで選抜する予定である。BC3F3 世代以

降、本格的な収量試験等による選抜を、FEDEARROZ の複数の農業試験場と CIAT で実施する

予定である。下表に系統選抜段階を示す。 

 

交配品種 
F1 BC1F1 BC2F1 BC3F1 BC3F2 BC3F3 

交配 交配 交配 交配 自家受粉 自家受粉 

Fedearroz 60/KP 選抜済み 選抜済み 選抜済み 選抜済み   

CT21375/KP 選抜済み 選抜済み 選抜済み 選抜済み   

Fedearroz 174/KP 選抜済み 選抜済み 選抜済み 選抜済み   

Fedearroz 473/KP 選抜済み 選抜済み 選抜済み    

 

プロジェクトチーム（コロンビア側研究者及び日本側研究者）は、プロジェクト終了時まで

に、選抜が先行している系統で、有望系統が 3 つ以上育成できると見込んでいる。なお、有望

系統を選抜する際の選定基準は、次のとおりである。 

「収量試験が実施された少なくとも 1 つの試験場で、交配に用いたコロンビアの母親品種の

収量よりも育成系統の収量が高くなること（10%以上）6」 

 

４－３－２ 成果 2：【効率的な施肥栽培管理のための技術が開発される。】 

 

成果 2 は、プロジェクト終了時までに達成することが期待される。 

 

指標 2：栽培管理技術により肥料効率が 20%向上する。 

Tolima 県イバゲ市にある 3 つの稲作農家（パイロット農家）の水田圃場を借りて、コロンビ

                                                        
6 本プロジェクトの育成系統とコロンビアの母親品種を同じ試験場で栽培し（同じ条件下で）、収量調査を行い、収量差を算

出する。育成系統の収量が母親品種に比較して 10%以上高ければ、その系統を有望系統と見なす。 
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アの既存の栽培品種（Fedearroz 60、Fedearroz 174、Fedearroz 473、CT21375）を用いて、施肥

量と灌漑水量を変えた圃場試験が実施されてきた。2014 年、2015 年、2016 年に各 1 回ずつ、

計 3 回の圃場試験が実施された。農家圃場での試験結果から、窒素肥料を慣行の施肥量

（180kgN/ha）から半減させても、平均収量の減少が約 15%であることが明らかになった。さ

らに、品種特性や灌漑水量が収量に与える影響についての知見が得られており、施肥量 20%削

減に向けての技術開発につながる有用な知見が得られた。 

また、省資源作物管理に関しては、既存のコロンビアの品種を用いて、稲生育モデルのパラ

メーターの再設定と検証が進められている。新育成系統の選抜が順調に進展するかどうかに左

右されるが、プロジェクト終了時までには、選抜された新育成系統を用いて、肥料利用効率が

20%良い作物管理技術が実証され7、生産者向け施肥意思決定支援システムが作成されることが

期待される。したがって、プロジェクト終了時までに成果 2 の目的が達成される見込みは、十

分にあると判断できる。 

 

４－３－３ 成果 3：【流域スケールで効果のある節水栽培技術が確立される。】 

 

成果 3 は、プロジェクト終了時までに達成されるかどうか、まだ見通すことができない。 

 

指標 3：水管理技術により水利用効率が 20%向上する。 

Tolima 県 Saldaña 市にある FEDEARROZ の Las Lagunas 試験場で、圃場スケールの灌漑水量

測定が実施された。この試験場の灌漑水田圃場が平らであることも関連するが、灌漑要水量が

アジア諸国での要水量よりも少なく、ある程度節水型であることが解った。灌漑間隔を変えて

節水効果の検討が行われたが、節水に伴い、収量も減少したため、効果のある節水栽培とはな

らないことが明らかになった。また、土壌の下層にある硬盤層のため、根の張りが比較的浅い

ことが示唆された。一方で、コロンビアで広域適応性を持つ品種を用いた場合（Fedearroz 60）、

水生産性（生産量/給水量（降雨量と灌漑水）が 23～45%増加した。 

また、イバゲの 3 戸のパイロット農家の水田圃場において、2014 年から 2016 年にかけて、

稲の生育期間中、圃場レベルの灌漑用水量が測定された。その結果、手製パーシャルフリュー

ムと水位流量曲線を用いた農家圃場での水収支計測方法が確立された。ただしまだ、この手法

の精度向上が必要である。このほか、土壌水分の時空間変動と空間的な多様度を評価するため

に、乾季において集中観測が実施された。 

広域スケールでの分布型水文モデルに使うために、標高及び土地利用に関する数値地図情報

が収集された。また、水文モデルの構築と検証に必要な降雨量データ及び河川流量データが水

文気象環境研究所（Institute of Hydrology, Meteorology and Environmental Studies：IDEAM）から

取得された。これらデータを用いて、3 つの流域（Combeima、Coello、Saldaña）を対象として、

貯水池の建設ポテンシャルがある地点の特定に関する検討が実施された。 

                                                        
7 既存の品種を用いて施肥量を 50%低下させても、収量の減少が 15%であったということは、施肥量を 20%程度低下させた場

合の収量減少はかなり少ないものになる可能性が示唆される。さらに、現在育成中の系統の中から、土壌中の養分をより多

く吸収する能力のある系統が選抜されれば（根の長さが長くなり、根が張る範囲が広がれば、養分吸収できる土壌範囲が広

がるので、より多くの肥料分が吸収可能になる）、20%以上施肥量を低下させても、収量の低下を招かない栽培管理が可能と

なると大いに期待される（有望系統の選抜基準が、既存の品種よりも、10%の収量増加のポテンシャルを持つことであるこ

との相乗効果も期待できる）。 
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新育成系統を用いての圃場レベルでの節水技術にかかる試験は、プロジェクトの第 5 年目に

実施予定である。この 5 年目に計画されている圃場試験を通じて得られる予定の節水効果の評

価結果に基づき、流域レベルの節水型稲作生産システムが開発されるものと推定される。した

がって、成果 3 がプロジェクト終了時までに達成されるかどうか現時点で予想することは難し

い8。 

 

４－３－４ 成果 4：【精密農業が試行され、技術の伝達と人材の育成システムが構築される。】 

  

プロジェクト終了時までに 2 種類の技術マニュアルが作成される見込みである。しかしなが

ら、技術の伝達及び人材育成システムの内容はまだ明確化されていないため、コロンビアの環

境に良く適合するような技術の伝達・人材育成システムが構築されるのかどうか予想すること

は現時点では困難である。 

 

指標 4：2 種類の技術マニュアル（スペイン語）が作成される。 

これまでのプロジェクト活動を通じて、圃場における GPS 位置測定、土壌サンプリング、土

壌分析、土壌スペクトル測定、検量線作成、土壌マップ作成に関する技術が FEDEARROZ 研究

者に移転され、研究者自らこれらの技術を使用することができるようになった。また、本邦研

修を通じて、精密農業に関する基本技術がコロンビア側研究者に伝達された。 

マニュアル作成に関しては、土壌マッピングに関する技術マニュアルのコンテンツの整理が

進められた（スペイン語）。また、別の種類の圃場マッピングのための技術マニュアル（これ

には収量マッピングや精密圃場管理を含む）が作成される計画である。したがって、成果 4 の

指標である「2 種類の技術マニュアル（スペイン語）が作成される」については、プロジェク

ト終了時までに作成される見込みである。 

「技術の伝達と人材の育成システムの構築」については、FEDEARROZ の研究者に対して、

農匠ナビシステムのコンセプトに基づく農業情報共有システムにかかる技術が移転される見

通しである。その場合、このシステムに関する何らかの技術マニュアルを作成することが必要

になると思われる。また、技術の伝達と人材の育成システムに関する最終成果物あるいは成果

品の具体的内容がまだ十分に明確になっていないように思われる。 

 

４－４ プロジェクト目標の達成見込み 

【省資源稲作技術及びその実用化に資する技術を開発する。】 

 

技術指針や技術移転・人材育成システムの内容についての検討が今後すぐに始まる見込みであ

るため（まだ具体的内容が検討されていない）、プロジェクト終了時までに、コロンビアの環境に

適した稲作のための技術指針と技術移転のためのシステムが開発されるのかどうか、まだ見通す

ことが困難である。 

 

                                                        
8 補足事項： 本プロジェクトでは、圃場レベルの節水にかかる活動と、流域レベルの水文的検討とが進められているが、最

終的に、圃場レベルと流域レベルの研究結果が、どのように統合化され、「流域スケールで効果のある節水栽培技術が確立

される」ことになるのか、その道筋が明確になっていない状況である。 
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指標：省資源稲作生産に関する技術指針と普及の手段が明らかになる。 

既述のとおり、本プロジェクトの 4 つの成果にかかわる活動、すなわち、有望系統の作出、効

率的な施肥栽培管理技術の開発、節水栽培技術の確立、技術伝達と能力強化のための実践的シス

テムの構築、に関する活動の進捗状況は、成果によって異なっている。いくつかの活動について

は、遅れが見られるものの、特定の省資源型稲作技術の開発と有望系統の作出は、プロジェクト

終了時までに可能であろうと考えられる。しかしながら、個別技術をどう統合化するのか明確に

なっていない。 

稲作に関する技術指針の作成と技術の伝達と人材の育成システムの構築については、それらの

内容、作成スケジュール、作成責任者などがまだ決まっていない。したがって、コロンビア側及

び日本側の関係者間でこれらの点について議論を開始する必要がある。 

 

４－５ 実施プロセスにおける特記事項 

(1) 機材調達の遅れ 

機材の所有者、機材のリース契約、機材の輸入にかかる経費の負担等に関するコロンビア

側関係機関間での議論に長期間を要した。そのため日本で調達した機材の一部は、2016 年初

めになってようやくコロンビアに届いた。この機材調達の遅れのため、たとえば、Saldaña に

ある FEDEARROZ の試験場での試験開始やイバゲのパイロット農家の圃場での試験開始が

遅れた。 

 

(2) 不安定な降雨 

2015 年 9 月から 2016 年 3 月にかけての降雨が非常に少なかったため、Saldaña にある

FEDEARROZ の試験場での試験やパイロット農家の圃場での試験が困難であった。 
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第５章 評価 5 項目による評価結果 

 

５－１ 妥当性 

以下に述べる事項から判断して、本プロジェクトの妥当性は高い。 

 

(1) コロンビアにおける稲作の生産性向上と省資源型稲作技術の開発の必要性 

コロンビアの稲作面積は、全農地面積（340 万 ha）の 13％に相当する 45 万 ha を占めてお

り、コメは、コーヒー、トウモロコシに次いで広く栽培されている主要作物の 1 つである。

また、コロンビアは、ラテンアメリカ諸国では、ブラジル、ペルーに次ぐコメの生産国であ

る。コロンビアでは、稲作面積のうち、灌漑水田が 63.2％を占め、天水田は 36.8％を占める。

稲作農家の総数は約 15,000 戸で、このうち機械化農家数は、約 12,400 戸である。米国との

間で交わされた自由貿易協定（FTA：2012 年 5 月発効）に伴い、安価なコメの輸入が将来

増加する可能性がある。コロンビアの稲生産コストは、他のラテンアメリカ諸国の生産コス

トより高いと言われており、したがって、コロンビア国の稲作農家には、生産性向上と栽培

コストの低減が求められている。特に、生産コストに占める割合では、肥料（約 20%）、圃

場準備（約 20%）、灌漑経費（約 8%）などが大きな割合を占める。また近年は、気候変動の

影響を受け、灌漑用水が不足する事態も多く生じており、水利用の効率化が必要になってい

る。このような状況下、コメセクターの競争力強化及び生産性強化のため、水資源・施肥成

分の利用効率を高める省資源型稲作技術の開発と普及が求められている。したがって、本プ

ロジェクトは、コロンビアにおけるコメの生産性向上・省資源稲作技術開発の必要性に沿っ

たものと言える。 

 

(2) コロンビア国政府の国家政策等との整合性 

国家開発計画 2014-2018 の「農村地域の変換」の項では、農村地域の農牧業の競争力向上、

農村コミュニティの生産能力向上、土壌・水の効率的利用関連インフラの近代化などが示さ

れている。コロンビア政府の食料栄養安全保障のための国家計画 2012-2019 では、優先穀物

の 1 つとしてコメが上げられており、コメの価格低下防止やコメセクターの競争力強化など

が目標に掲げられている。さらに、農業・農村開発省は、研究開発変革動的アジェンダ 2012

に沿って、農産物 37 品目に関する「研究・開発・イノベーション（I+D+i）」の協力体制を構

築した。イネは、焦点があてられている産品の 1 つである。また、このアジェンダには、有

用品種の育種、持続可能な水資源管理、バイオテクノロジー技術の導入、適切かつ持続可能

な土地管理、技術移転と普及、各栽培期間における総合的栽培管理と高精密農業の導入など、

本プロジェクトと共通の研究課題が含まれている。したがって、コロンビアの環境に適した

省資源稲作技術及びその実用化手法の開発を目標とする本プロジェクトは、コロンビアの関

連政策と整合性があると言える。 

 

(3) わが国の対コロンビア国援助方針との整合性 

わが国の「対コロンビア共和国 国別援助方針」では、「より均衡のとれた持続的社会経

済発展を実現するためのコロンビア政府の取組を支援していく」ことを基本方針としている。
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重点分野の 1 つは、「均衡のとれた経済成長」であり、産業の競争力強化や貧富の格差是正、

国内避難民の経済社会的統合などへの支援が重視されている。また、環境問題への取り組み

も重視されている。また、本プロジェクトは、外務省の事業展開計画の中で、地域開発プロ

グラムの中の 1 つのプロジェクトとして位置づけられている。 

本プロジェク卜は、小規模農家でも適応可能な省資源型稲作技術の開発・導入も考慮に入

れており、コメの生産性向上を通じて、コメ生産における競争力強化、貧富の格差低減に寄

与することが期待されている。さらに、省資源型稲作技術を導入することは、化学肥料の流

出を抑え、水資源の有効活用につながることから、自然環境保全にも寄与する。以上から、

本プロジェクトは、日本国の援助政策との整合性が高いと言える。 

 

(4) プロジェクトアプローチの適切さ 

本プロジェクトは、①水と肥料の利用効率を高める品種と技術を開発し、②開発した技術

の適用方法を確立し、③節水栽培技術を流域スケールに広げる方法を確立し、さらに、④開

発された技術を農家に伝達するシステムを構築することで、プロジェクト目標である「省資

源稲作技術及びその実用化に資する技術を開発する」を達成しようとするものである。コロ

ンビアの稲作環境には多様性があるものの、本プロジェクトにおける技術開発は、稲作の盛

んな地域で実施されており、コロンビアの代表的な稲作環境に適用可能な技術が開発される

ことが期待されるので、本プロジェクトのアプローチは、適切であると考えられる。 

 

(5) 日本による技術協力の優位性 

わが国は稲作において長い歴史と多くの経験を有している。また、わが国は、国内やアジ

ア諸国だけでなく、ラテンアメリカ諸国やアフリカでも、多くの研究成果を有する。さらに、

稲の育種や節水灌漑栽培の開発において長い歴史を有する。したがって、わが国には、新し

い稲作技術を開発し、それを導入するという点で技術的優位性がある。 

 

５－２ 有効性 

本プロジェクトの有効性全般としては、以下の分析に基づき、おおむね高いと判断する。 

 

「４－４ プロジェクト目標の達成見込み」の項で述べたように、本プロジェクトの 4 つの成

果にかかわる活動、すなわち、有望系統の作出、効率的な施肥栽培管理技術の開発、節水栽培技

術の確立、技術移転と人材の育成システムの構築、に関する活動の進捗状況は、成果によって異

なっている。成果 3 と成果 4 については、進捗に遅れが見られる。一方、有望系統作出に係る今

後のスケジュールから見て、プロジェクト終了時までには、開発しようとしている省資源稲作技

術と有望系統の作出ができるものと期待される。稲作に関する技術指針作成及び技術移転と人材

の育成システムの構築については、その内容、作成スケジュール、作成責任者などが、まだ決ま

っていない。したがって、この点についてコロンビア側と日本側で議論を開始する必要がある。

プロジェクト活動の進捗は半年程度の遅れが生じており、今後のプロジェクト活動の進捗とプロ

ジェクト成果の統合作業の進展状況が、プロジェクト目標が十分に達成されるかどうかを左右す

ることになる点に留意する必要があもの、技術開発はこれまでのところおおむね良好に進展して

おりしたがって、本プロジェクトの有効性全般は、おおむね高いと判断する。 



－23－ 

５－３ 効率性 

以下に述べる点から判断して、本プロジェクトの効率性は、おおむね高いと判断する。 

 

５－３－１ 日本側の投入の適切さについて 

日本人研究者（3 つの大学及び 1 つの研究機関に所属）が、短期専門家（多くの場合、派遣

期間は、8 日～15 日間）として定期的にコロンビアを訪問している。また、業務調整員が長期

派遣されている。さらに、東京大学の博士研究員9や大学院生が長期間コロンビアに滞在してい

る。日本人専門家・研究者の派遣は、その人数、専門性、研究能力において適切であるが、一

方で、日本人研究者のコロンビア滞在期間は、技術移転や研究成果を共有するうえでは短いと

言える。特に、成果 4 にかかわる日本人研究者の派遣では、派遣回数とコロンビア滞在期間が

極めて限定的である（3 名の日本人研究者がそれぞれコロンビアを 1 回あるいは 2 回訪問した

程度である）。 

研究活動のために、各種の事務用機器（パソコンやプロジェクター）、圃場試験用の機器（雨

避けシェルター、灌漑システム、気象観測機器など）、ラボ用分析機器等が供与されているが

これらの機器類は有効に活用されている。 

本邦研修については、多くの場合、研修はコロンビア人研究者の研究能力強化において有効

であった。ただし、研修参加者の中には、研修テーマを十分に取得・理解するうえでは、日本

滞在期間が十分ではないとの意見を持つ者もいた。（本邦研修期間は約 1 カ月）。 

 

５－３－２ コロンビア側投入の適切さについて 

(1) カウンターパートの配置について 

投入の項で述べたように、中間レビュー調査時点で、農業・農村開発省、CIAT、

FEDEARROZ、FLAR、UNIVALLE から計 20 名のコロンビア側カウンターパートがプロジ

ェクト活動に参加している（プロジェクト・ダイレクターとプロジェクト・マネジャーを

含む）。成果別の配置人数と所属機関は、下表のとおりである。 

 

成果 
配置人数

（人） 
所属機関別の人数 

成果 1 5 CIAT から 4 名、FEDEARROZ から 1 名。 

成果 2 1 FEDEARROZ から 1 名。 

成果 3 6 FEDEARROZ から 4 名、FLAR から 1 名、UNIVALLE から 1 名。

成果 4 6 FEDEARROZ から 2 名と 4 名の農家。 

   

成果 2 を担当するコロンビア側研究者の人数が、1 名と非常に限定的であるが、他の成

果については、配置人数は適切であると考えられる。なお、本プロジェクトの良い点は、

配置された研究者の交替頻度が非常に少ないことである。 

CIAT は、日本人業務調整や大学院生等のための事務スペース、ラボ施設、圃場試験施設、

育種施設を提供している。また、CIAT は、自己予算で遺伝子分析関連の 2 種類の機器を購

                                                        
9 博士号（ドクター）取得後に任期制の職に就いている研究者。 
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入している。また、FEDEARROZ は、日本人研究者向けの事務スペース、試験圃場、ラボ

施設等を提供しており、これらの施設は、プロジェクト活動のために有効に利用されてい

る。 

コロンビア側の資金面での貢献については、CIAT と FEDEARROZ は、プロジェクト活

動実施のための予算支出、たとえば、人件費（補助員や圃場作業員など）、会議費、消耗

品費、施設利用料金、交通費等において大いに努力を傾注しており、FLAR と UNIVALLE

は、ある程度の貢献をしている。コロンビア側の資金面でのアレンジは、プロジェクト活

動が円滑に進捗するうえで大いに貢献していると言える。 

 

５－３－３ プロジェクトマネジメントについて 

日本調達機材の一部については、コロンビア到着が非常に遅れ、2016 年前半の到着になって

しまった。この原因は、機材を受け取るコロンビア側機関をどこにするのか、税関費用や内陸

輸送にかかる保険料をどの機関が負担するのかという議論や、農業・農村開発省と

CIAT/FEDEARROZ 間の機材にかかわる合意書作成等にかなりの時間を要したためである。こ

の機材調達の遅れは、一部のプロジェクト活動実施、たとえば、FEDEARROZ の試験圃場での

試験開始時期が遅れるなどのマイナスの影響を与えた。 

また、本プロジェクトでは 2 種類の会議を定期的に開催している。1 つは、年 1 回開催する

JCC で、もう 1 つは、2 カ月に 1 回の頻度で開催する技術委員会（Technical Coordination 

Committee：TCC）である。コロンビア側カウンターパートによれば、会議の開催時期（タイミ

ング）と議論のテーマは適切であったとのことだが、課題や解決すべき事項について深く議論

することが必要であるとの意見も見られた。 

 

５－３－４ プロジェクト活動の円滑な実施に影響を与えたその他の要因 

既述のとおり、2015 年 9 月から 2016 年 3 月にかけての降雨量は非常に少なく、降雨の頻度

も少なかったため、乾燥した気候であった。そのため、Saldaña 市にある FEDEARROZ の試験

場で稲作試験やパイロット農家での圃場試験が影響を受けた。機材調達の遅れと相まって、プ

ロジェクト活動は半年程度遅れていると推計されている。 

 

５－４ インパクト 

上位目標の指標の 1 つについては、2018 年に数値指標を設定する予定になっているため、現時

点で、上位目標が達成されるかどうか見通すことは困難である。本プロジェクトのインパクトと

しては、FEDEARROZ が自主的に灌漑水田における窒素バランスに係る圃場試験を実施したこと

が上げられる。上位目標の達成見込みを現時点で判断することが困難なため、本プロジェクトの

全般的なインパクトを現時点で評価するには、時期尚早である。 

 

５－４－１ 上位目標の達成見込み（将来） 

【上位目標 ： プロジェクトで開発された省資源稲作技術がコロンビアとラテンアメリカの

農家に普及される。】 

 

上位目標については、PDM 内で 2 つの指標が設定されている。1 つ目の指標の中の数値指標
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については、2018 年に決められる予定になっている。そのため、上位目標がプロジェクト終了

後 3～5 年後に達成するかどうか、現時点で予測することは困難である。しかしながら、本プ

ロジェクトを通じて開発される技術が、農家にとって適用しやすい技術であり、適切な数値指

標が設定されれば、上位目標が将来達成される見込みが十分にあると想定される。 

 

指標 1：プロジェクトで開発された省資源稲作技術がコロンビアの農家の X%に適用され

る。 

コロンビアでは、FEDEARROZ が稲作にかかる研究と技術移転の役割を担っている10。

FEDEARROZ による研究・技術移転は、コメ国家基金（Fondo Nacional de Arroz）の資金を用い

て進められる。また、FEDEARROZ は、技術移転プログラムを持ち、コロンビア国内の稲作農

家に開発された技術や品種等を普及している。本プロジェクトで開発される有望系統が品種化

されれば（品種登録されれば）、稲作の経営規模にかかわらず、多くの農家が取り入れること

が可能である。また、施肥効率を高める技術もすべての農家が取り入れることが可能である。

水効率を高める技術については、灌漑水田を持つ農家が対象となるものの、コロンビアには、

約 20 万 ha の水田があり、そこで取り入れることが可能である。このように、本プロジェクト

で開発する技術は、多くの稲作農家が取り入れることが可能であると考えられる。なお、将来、

コロンビアの稲作農家の何%に適用されることを目標に置くかについては、FEDEARROZ が普

及実施計画を 2018 年に発表する予定であり、その普及計画の内容に沿って決定することにな

っている。したがって、現時点で、この指標が、プロジェクト終了後 3 年～5 年後に達成でき

るかどうかを判断することは困難である。 

 

指標 2：少なくともラテンアメリカの 2 カ国で普及活動が実施される。 

FLAR は、ラテンアメリカ諸国 16 カ国に 30 のメンバー組織を有し、メンバーから徴収する

会費で活動を行っている。FLAR は、稲作にかかる研究と技術移転を行っているが、現在 2 つ

のプログラムを実施中である。1 つは、「コメの遺伝的改良」で、もう 1 つは「農学プログラム」

である。FLAR は、「農学プログラム」を実施している国で、フィールドデー開催を通じて、先

進農家及びメンバー機関の技術スタッフに対する技術移転活動を実施している。研修を受講し

た先進農家がその他の農家に技術移転を行う。このような仕組みがあるので、本プロジェクト

で開発される技術を稲作農家に普及していくことが可能である。他のラテンアメリカ諸国の稲

作環境は、コロンビアの栽培環境と異なる面もあるかと考えられるが、本プロジェクトで開発

される技術が他のアメリカ諸国の稲作農家に普及される見込みは十分にあると考えられる。 

 

５－４－２ その他のインパクト 

下記のプラスのインパクトが見られた。 

・灌漑水田における窒素バランスに関する圃場試験（FEDEARROZ） 

2015 年にパイロット農家の圃場で行った施肥試験（窒素動態把握試験）の結果、施肥を行っ

ても 8～38%もの窒素分がアンモニア揮散で失われることが示され、また、圃場の地下 60cm の

土壌水が圃場によっては 260ppm もの硝酸態窒素を含むことが明らかになった。これら予備的

                                                        
10 農業・農村開発省は、農業研究所を持つが、稲の研究は行っていないし、稲作に関する普及活動も実施していない。 
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な試験結果の重要さを FEDEARROZ が認識し、2016 年に、FEDEARROZ 自身で、各種窒素肥

料を用いて、水稲栽培圃場における窒素損失を明らかにする実験を行った（試験圃場はパイロ

ット農家とは異なる農家の圃場）。現在、試験結果の分析を進めている。 

 

 

５－５ 持続性 

本プロジェクトの持続性は、以下に記載する点から判断して、おおむね高くなるであろうと見

込まれる。 

 

(1) 政策面 

妥当性の項で述べたように、国家開発計画や農業・農村開発省の政策では、土壌・水の効

率的利用、有用品種の育種、コメセクターの競争力強化が重要視されている。米国との FTA

との関連では、競争力強化のためには、コメの生産コスト削減が重要となっている。コメの

生産性向上と省資源型稲作に資する技術開発は、今後も、コロンビア国政府の政策において、

その重要性が継続する見込みであり、したがって、政策面で持続性は確保される見込みであ

る。 

 

(2) 制度面 

水・窒素利用効率を高める有望系統がプロジェクト終了時までに選抜される予定である。

プロジェクト終了後には、選抜された有望系統の栽培試験と新品種としての品種登録手続き

が必要となる。FEDEARROZ 及び CIAT は、数多くの稲の新品種を開発してきた経験があり、

また、品種登録手続きも行ってきた。したがって、品種登録にかかる手続きは円滑に進めら

れることが期待される。FEDEARROZ は、種子増殖と農家への種子販売にかかる役割を担っ

ている。本プロジェクトで開発される省資源型稲作技術と新しい品種については、

FEDEARROZ と FLAR の活動を通じて普及されることになる。 

 

(3) 技術面 

CIAT は、国際研究機関として能力の高い研究員がおり、本プロジェクトを通じて移転され

た知識や研究手法は十分に定着する。根長が長い形質を有する別の品種の開発が必要になっ

た場合、CIAT は、本プロジェクトの経験を生かし、新品種開発を進める能力を有する。本プ

ロジェクト実施を通じて FEDEARROZ の研究者の技術開発能力を向上させており、また、研

究者の定着性が確保されているので、FEDEARROZ は、プロジェクト終了後においても研究

活動を継続するに十分な能力を有していると判断される。したがって、本プロジェクトの技

術面での持続性は確保されていると言える。 

 

(4) 財政面 

FEDEARROZ も FLAR も技術移転に関するプログラムを実施しており、そのための資金も

有している。本プロジェクトで開発される技術の普及は、既存の技術移転プログラムを通じ

て実施されるので、財政面での持続性は十分に確保されていると言える。 
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５－６ 結論 

合同中間レビュー調査団は、日本からの機材調達の遅れや 2015 年後半から 2016 年第 1 四半期

にかけての小雨のために、活動の進捗状況が成果ごとに異なることを確認したが、そのような負

の影響にもかかわらず（当初計画よりおおむね半年程度の遅れが生じているものの）、水・養分利

用効率の高い有望系統の作出や効率的な施肥管理技術の開発など、省資源型稲作技術の開発は、

おおむね順調に進展している。 

 

以下に現時点における本プロジェクトの成果の達成見込みを記載する。 

 

成果 1： 2018 年第 1 四半期には、有望系統の選抜ができると期待される（プロジェクト終了前）。 

成果 2： 効率的な施肥管理技術は、プロジェクト終了時までに開発されると期待される。 

成果 3： プロジェクト終了時までに節水栽培技術が確立されるかどうか、まだ見通すことがで

きない。 

成果 4： プロジェクト終了時までに 2 種類の技術マニュアルが作成される見込みである。しか

しながら、技術の伝達及び人材の育成システムの内容はまだ明確化されていないため、

コロンビアの環境に良く適合するような技術の伝達及び人材の育成システムが構築さ

れるのかどうか予想することは困難である。 

 

5 項目評価の要約は下表のとおりである。 

5 項目 評価 

妥当性 高い。 

有効性 おおむね高い。 

効率性 おおむね高い。 

インパクト 評価するには時期尚早。 

持続性 おおむね高くなる見込み。 

 

プロジェクト活動の進捗状況に関する既存の情報のレビューと本プロジェクトの関係者への

ヒアリングや議論を通じて、合同中間レビュー調査団は残りのプロジェクト期間のプロジェクト

活動を改善するため、また、より良いプロジェクト成果を得るために、いくつかの点を認識した

ので、それらの点について、次章の提言の項で説明する。 
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第６章 提言 

 

６－１ プロジェクトの残り期間（2019 年 5 月まで）にプロジェクトチーム（コロンビア側及び

日本側の研究者）が取るべき事項について 

 

(1) プロジェクト目標の共通理解及び明確な理解に基づき、プロジェクト目標を達成するため

に、成果 1 から成果 4 までの結果を統合することについて 

プロジェクト目標が「省資源稲作技術及びその実用化に資する技術を開発する」であるこ

とを十分に踏まえた上で、本プロジェクトの関係者間で、プロジェクトコンセプトに関する

共通理解と明確な理解を図ることが必要である。 

プロジェクトの最終目標に向けて研究者の努力を集中させるため、成果 1 から成果 4 まで

の活動にかかわるすべての研究者間で、プロジェクト目標の達成に向けて、プロジェクトの

残り期間のスケジュール・手順について議論し、合意することが必要である。さらに、各成

果を担当する研究者には、プロジェクトの最終目標に沿って、これからの 1～2 年間に開発で

きる技術を明確化することが求められる。 

 

(2) 成果 1 から成果 4 までの成果を統合する役割を担う研究者の配置について 

JICA プロジェクトでは一般的に、数人の日本人専門家が長期に現地に滞在し、最終目標や

目標の達成に向けてプロジェクト活動にかかわり、フィールドでの技術的・研究面での指導、

各種助言、調整作業を行う。本プロジェクトにおいては、成果 1 から成果 4 までの成果の統

合を主導できる研究者 1 名（農学者が望ましい）を配置することを提案する。同研究者には、

本プロジェクトで開発される技術の統合を検証し、達成状況を提示するとともに、成果 1 か

ら成果 4 にかかる研究活動を調整することが期待される。 

 

(3) 日本人研究者派遣の頻度と滞在期間について 

日本人研究者によるコロンビア国内の研究現場への訪問期間が短く、頻度も少ない。その

ため、コロンビア側カウンターパートへの指導・教育が十分ではない。特に、成果 3 と成果

4 においてこの点が指摘できる。このプロジェクトには、コロンビア側と日本側を合わせて 8

つの研究機関が参加しており、研究方針や日本側及びコロンビア側研究者間のプロジェクト

マネジメントにおいては、さまざまな困難が生じているので、日本人研究者によるコロンビ

アのサイトでの指導の頻度と滞在期間を増加させ、最終目標に向かって相互理解を深め、研

究技術の移転を加速化させ、人材育成を進めることを提言する。 

 

(4) JCC 会議でプロジェクトの方向性についてより深い議論を行うことについて 

R/D には、JCC は本プロジェクトの意思決定機関として開催されている。農業・農村開発

省の変革・技術開発・衛生保全局の局長が本プロジェクトのプロジェクト・ダイレクターを

担当し、CIAT からプロジェクト・マネジャーが出ている。さらに、日本側とコロンビア側、

それぞれに、研究代表者が配置されている。これまでに開催された JCC 会議では、あまりプ

ロジェクトの方向性についての議論が行われていない。JCC の機能・役割は、プロジェクト
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実施における意思決定であり、これには、各研究テーマの成果をどのように、具体的な普及

活動に結びつけるために編集するかも含まれている。再度、プロジェクト・ダイレクター、

プロジェクト・マネジャー、研究代表者の役割を再確認する必要がある。 

 

(5) 日本側が供与した機材の使用に関する研修について 

日本側がコロンビア側に供与した機材については、FEDEARROZ の研究者が機材やソフト

ウェア（特に成果 4 で用いる機材について）の使用についてより経験を積み、機材の使用能

力を強化することが望まれる。 

 

(6) プロジェクトにかかわるデータのマネジメントについて 

プロジェクトにかかわるデータや情報を管理・蓄積する共有可能なサイトを作ることが望

まれる。そうすることで、プロジェクトを通じて算出されたデータの分析と技術活動のフォ

ローアップや調整が容易になる。 

 

(7) 開発予定の有望系統についての知的財産権について 

コロンビアの品種登録とその規定において、本プロジェクトで開発予定の有望系統を権利

面からどのように取り扱うか、本プロジェクトにかかわっているコロンビア側研究者と日本

側研究者で議論することが必要である。 

 

(8) PDM の修正について 

本プロジェクトにおいて、より良い、そして具体的な成果を得るために、下表に記載する

点についての検討を提案する。下表に示す点以外にも検討が必要な事項があれば、TCC や JCC

で議論し、JCC 会議で修正 PDM 案の承認を行ってもらいたい。 

 

項目 現行の PDM (version 0)の内容 修正提言 

上位目標の

指標 

プロジェクトで開発された省

資源稲作技術がコロンビアの

農家の X%に適用される。 

PDM によると、数値目標(X%)は、FEDEARROZ が技術移

転実施計画を発表した後の 2018 年初めに決定する予定に

なっている。FEDEARROZ がこの計画を作成次第、PDM を

修正し、修正 PDM を直近の JCC 会議で承認する必要があ

る。 

プロジェク

ト目標の指

標 

省資源稲作生産に関する技術

指針とその普及手段が明らか

になる。 

稲作に係る技術指針とそれを技術移転するシステムを作成

するために、プロジェクトチームはその内容と作成スケジ

ュールについて議論を開始する必要がある。もし、複数の

技術指針を分けて作成するのであれば、この指標の表現を

修正することが望ましい。 

成果 1 の指

標 

3 つの有望系統が作出される。 プロジェクトチームによると、有望系統を選抜する基準の

1 つは、より高い収量ポテンシャルを有することで、交配

したコロンビア品種に比較して、収量が 10%高くなること

である。この点を指標に反映させた方が良い。 
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活動 1-5 （新規の活動） 中間レビュー調査の結果、新規育種に係る目標を達成する

ためには、新たな活動が必要であるとの認識となった。以

下の活動を PDM に追加することを提案する。 

「多様な環境条件の下で、新規育成系統の目的とする形質

の評価を行う」 

活動 2-3 パイロット圃場においてモデ

ルの適合性試験を行い、モデ

ルを検証する。 

パイロット圃場という用語の定義を明確化する必要があ

る。 

活動 2-7 生産者向け施肥意思決定支援

システムを開発する。 

もし、意思決定支援システムに関する指針を作成する必要

があり、かつ、その指針が、成果 4 の成果として作成され

る指針と同一でない場合は、成果 2 の指標の 1 つとして、

意志決定支援システムに係る指針を加えたほうが良い。 

活動 4-1 トラクター搭載型リアルタイ

ム土壌センサーを適用して土

壌センシングと検量線作成・

更新圃場マップを作成する。

英文 PDM では、活動 4-1 の表現が次のようになっている。

「Calibrate tractor-mounted real-time soil sensors on model 

farms and draw high resolution soil property maps.」 

「model farms」という表現があるが、この用語の定義を明

確化する必要がある（ただし、日本語版 PDM では、同用

語に相当する表現はない）。 

活動 4-5 構築したシステムを用いて土

壌マップの作成、作物、土壌、

水管理課題などの個別技術を

伝達し、必要な改良を加える。

英文 PDM では、活動 4-5 の表現が次のようになっている。

「Transfer individual techniques (soil property mapping, soil 

and water management) to farmers at target sites using the 

developed system; improve the system further.」 

「target sites」という表現があるが、この用語の定義を明確

化する必要がある（ただし、日本語版 PDM では、同用語

に相当する表現はない）。 

活動 4-6 --- プロジェクトチームによると、モデル圃場あるいはモデル

農場を開発する活動が、プロジェクトの残り期間に実施す

ることが予定されている。この場合のモデル圃場・モデル

農場の定義を明確化する必要がある。 

 

６－２ コロンビア側関係機関が取るべき事項について 

(1) 日本側が供与した機材の維持管理について 

本プロジェクトで日本から調達した研究機材の中には高価なものもいくつかある。供与さ

れた機材は、農業・農村開発省のものであるが、実際に使用されている場所は、農業・農村

開発省との契約に基づき、CIAT あるいは FEDEARROZ となっている。プロジェクト終了後

に、供与機材の所有者がどの機関になるか、また、機材の維持管理責任をどの機関が担うか

について、明確化する必要がある。また、カバーを付けずに保管されている機材や機材利用

記録簿が作成されていない機材等が散見されたので、適切な管理が望まれる。さらに、一部

の高価な機材で、電圧安定器と接続されていない機器があったので、適切な措置を取るよう
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求める。 

 

(2) 研究者の配置について 

成果 2 の活動のために配置されたコロンビア側研究者は現在わずか 1 名である。さらなる

研究開発及び技術移転を進めるためには、より多くのコロンビア人研究者が成果 2 の活動に

参画することが必要である。 

 

(3) プロジェクト成果の持続性について 

農業・農村開発省、FEDEARROZ、CIAT、FLAR、UNIVALLE などのコロンビア側関係機

関に対し、本プロジェクトの終了後、本プロジェクトで開発予定の成果が強固なものとなる

よう、プロジェクトの成果を継続的に活用することを求める。 

 

 

  



－32－ 

第７章 団長所感 

 

地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（Science and Technology Research Partnership for 

Sustainable：SATREPS）は、地球規模課題の克服に向けてわが国と開発途上国とが共に対応する

ため、科学イノベーションの創出を促す国立研究開発法人科学技術振興機構（Japan Science and 

Technology Agency：JST）と開発途上国の社会経済開発を支援する JICA が連携して、国際共同研

究/国際協力事業（プロジェクト）を行うプログラムである。「地球規模課題」の解決には、先進

国の取り組みだけではなく、開発途上国自身の貢献と先進国による開発途上国への支援が必要で

あることから、日本の研究機関と開発途上国の研究機関がプロジェクトの実施を通じて、新たな

手法を開発し「地球規模課題」の解決に寄与することをめざしている。SATREPS の特徴は、日本

と途上国の研究機関同士の合意のみに基づく共同研究とは異なり、日本国政府と途上国政府との

国際約束のもとに行われる二国間政府協力であり、研究機関だけではなく、双方の政府関係機関

も関与し、それぞれの役割を果たすことが求められている。 

 

「コロンビア国遺伝的改良と先端フィールド管理技術の活用によるラテンアメリカ型省資源

稲作の開発と定着プロジェクト」（2014 年 5 月開始、以下「本プロジェクト」）は、開始後既に協

力期間の半分が過ぎ、気象状況の影響や機材調達の遅れ等による一部活動の遅れもあるが、コロ

ンビアやわが国の若手研究者の育成など数々の成果を上げつつある。今般中間レビュー調査を実

施し、プロジェクト活動の進捗・成果を確認すると共に、事業運営体制並びに成果の普及等にお

いて下記の課題も明らかになり、JCC において同内容を関係者に報告した。 

今後後半の協力においてこれらの課題が克服され、当初の目標を達成することが期待される。 

 

(1) プロジェクトの現在における主たる課題 

① 本プロジェクト開始に先立ち、2013 年 9 月に実施された詳細計画策定調査では、コロン

ビア側責任機関として農業・農村開発省、実施機関（研究機関）としては CIAT、

FEDEARROZ、FLAR、UNIVALLE の 4 機関が記載され、日本側協力機関として東京大

学、農業食品産業技術総合研究機構（元農業生物資源研究所）、東京農工大学、九州大学

の 4 機関、計 8 機関による事業となっている。前述のとおり SATREPS は研究機関同士

の共同研究のみでなく、国際約束に基づく政府間協力であり、当該国の社会経済開発に

も資することを求めていることから、コロンビア国政府責任機関（農業・農村開発省）

は、本プロジェクトにおける役割を再認識し、コロンビア政府として本プロジェクトの

成果を今後どのように政策に反映し、具体的事業として活用して行く方針なのかを更に

明らかにすべきと考える。また日本側実施機関 JICA（研究分野は JST）は同協力の成果

がコロンビアの社会経済開発に具体的に裨益するよう引き続き農業・農村開発省に積極

的に働きかけるべきと考える。日本側研究機関（者）については、コロンビア訪問回数

が少なく、かつ滞在期間が短いことから、現地研究者への直接指導、日本・コロンビア

研究機関同士の本プロジェクト最終目標達成に向けての方向性すり合わせが少ないので

はないかと懸念される。 
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② 本プロジェクトの R/D では、本プロジェクトの意思決定機関として JCC の設置、農業・

農村開発省技術開発局長のプロジェクト・ダイレクター、CIAT 農業多様性局長がプロジ

ェクト・マネジャーに指名されている。また日本側、コロンビア側双方にプロジェクト

リーダー（研究代表者）が指名されている。これまでの JCC では各課題の研究報告が主

となり、プロジェクト全体の方向性などについてはあまり議論されていないように見受

けられる。今回、中間レビュー調査結果報告のため実施された JCC においても、評価内

容や提言に対する質問はほとんどなく、ややもすれば JCC は形式的な会議となっている

印象を受けた。今後各研究課題の成果をどのように具体的普及活動として取りまとめて

いくのかなど、プロジェクト実施の意思決定機関としての JCC の今後の在り方、更には

本プロジェクトにおける、プロジェクト・ダイレクター、プロジェクト・マネジャー、

プロジェクトリーダーの機能・役割についての再確認が必要と思われる。 

 

③ JICA の一般的な技術協力プロジェクトでは複数の日本人長期専門家が現地に駐在し、各

分野の技術指導と共に、プロジェクト運営や活動に係る種々の助言・指導・調整、更に

は関係者らと協力し各活動成果を最終目標に向かって取りまとめて行くことを行ってい

る。本 SATREPS プロジェクトでは、日本側研究代表者は現地に駐在せず、業務調整員

のみが駐在している。また前述のとおり、日本側研究者（短期専門家）の現地における

指導期間が短く、また頻度も少ないため十分な指導が受けられない、研究の方針が十分

議論できない、などコロンビア研究者の率直な意見もあった。本案件ではコロンビア側

4 機関、日本側 4 機関の計 8 機関と多数の研究機関が参加しており、日本側研究者と現

地研究者、あるいは双方の研究者同士の研究方針やプロジェクト運営に係る調整には今

後数々の課題が生じる可能性がある。またそれぞれの研究成果をどのように効率よく最

終目標に向かって取りまとめていくかなど、日本側研究者の現地での指導の頻度や期間

を増やすとともに、現地での研究の進捗を的確に把握しながら、それらの成果をどのよ

うに効率的に普及に繋げるかという長期専門家の派遣も必要と思われる。 

 

④ 本プロジェクトのタイトルは「遺伝的改良と先端フィールド管理技術の活用によるラテ

ンアメリカ型省資源稲作の開発と定着プロジェクト」となっているが、ラテンアメリカ

型省資源力稲作とはどのような稲作なのか、それぞれの研究課題の成果をどのようにそ

の最終目標に向かって統合していくかについてコロンビア側関係者間の共通認識を明確

にしていく必要がある。またそれに対する日本側研究者の強い働きかけも求められる。 

 

⑤ 本プロジェクトには国際機関である CIAT が参加しており、特に遺伝資源情報の共有や

研究成果の共有、更にはプロジェクト終了後の研究の継続性等の観点から、通常の二国

間協力では、ややもすれば困難あるいは複雑化する事項が比較的容易に行われていると

思われる。研究機材等が CIAT にも配置されており、JICA が国際機関への支援を行うこ

とへの議論もあるが、遺伝資源情報の共有や被援助国での研究継続の観点からは国際機

関の参画は非常に効果的であると考えられる。他方で新規遺伝資源の登録やその利用権

限などに関しては、プロジェクト終了までに関係者間で十分議論を行う必要があり、活

動成果のコロンビア国内への普及に関してはコロンビア側関係機関の積極的かつ自律的



－34－ 

なオーナーシップが求められる。 

 

⑥ 本協力実施にあたり、一部高額な研究機材等が日本から調達され持ち込まれている。

JICA 機材の供与先は農業・農村開発省であるが、実際の機材配置・使用先は CIAT や

FEDEARROZ であり、農業・農村開発省との間でリース契約（利活用合意書）が締結さ

れている。プロジェクト終了後のこれらの機材の所有権や維持管理責任について、コロ

ンビア国内法令に則って文書等で明確にしておく必要がある。また一部の機材において

は未使用時であるのにカバーがかけられていない、使用管理簿が作成されていない機材

も見受けられた。また地方に配備された高額機材には電源安定装置（無停電電源装置）

が設置されていない機材もあり、実際に使用の際には必要な対策がとられることが求め

られる。 

 

⑦ 詳細計画策定調査時に農業・農村開発省及びコロンビア国際協力庁からは本プロジェク

トは「小規模農家支援」とすることを強く要請されたことから、開発される技術や研究

成果は小規模農家でも十分活用可能なものとする必要がある。今後コロンビアの小規模

農家の状況等も十分調査・勘案しつつ活動内容を調整していく必要がある。 

 

(2) コロンビア コメ栽培及びコメ産業に関する所感 

① コロンビア国家計画基本法に基づく 2010-2014 国家開発計画では、コロンビアにおいて

農業は成長性の高い分野とみなされている。またコロンビア国経済の国際競争力強化を

重要な柱と捉え、その中でも農業分野を成長性の高い 5 つの分野の 1 つとして位置づけ

ている。現サントス政権は農牧業の競争力強化では、①生産性の向上と生産コストの削

減、②土地、水、水産及び生物多様性等の資源の有効利用、③灌漑インフラの整備、④

高品質な種子の生産促進、⑤農村労働力の生産性向上、を具体的な目標として掲げてい

る。このことから本プロジェクトはコロンビア国政府の政策に沿ったものと言える。 

 

② 他方でコロンビア国農業分野が発展を遂げるには幾つかの課題を克服せねばならない。

その主たる課題とは、低い競争力と生産性、農村インフラの整備、土地及び水資源の有

効活用、作物流通メカニズムや市場の開拓、などと言われている。低い競争力の主因と

しては生産費用の硬直性があり、特に農業生産等に必要な投入財は国際価格に大きく影

響されている。コロンビアの農業は常に為替レートに対して脆弱であり、特に肥料、農

薬、種子、農業機械は輸入に頼っており大きな影響を受け生産費の高騰に繋がっている。

米国とコロンビアのコメの生産コストを比較すると、全体として人件費を含む作業コス

トと土地代はコロンビアが安いものの、種子代、肥料、農薬、農業機械等の生産投入財

コストはコロンビアが非常に高く、コロンビアは米国の 2～3 倍となっている 。コロン

ビア農業では、穀物類ではトウモロコシ及びコメが圧倒的な生産シェアを占めており、

生産量ではコメが一番多く、トウモロコシは飼料が主な用途の黄トウモロコシが約 7 割

を占めている。他方でコロンビアの主食は従来パンであり、このため小麦も生産されて

はいるものの競争力はなく、アルゼンチン及び米国からの輸入に頼っている。米国との

FTA 締結により、米国他からの農産物輸入により非常に大きな打撃を受けるのは小麦、
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大豆、大豆油、大麦、トウモロコシ、綿花などでありコロンビア政府としてはこれらの

作目についての対策を重視し多作物への栽培転換プログラムを実施している。穀物類の

栽培面積はコメがトウモロコシに次いで最も多いが、生産量ではコメがトウモロコシよ

りも 100 万 t 以上も多い。コロンビアではコメは年 2 回生産され、12 月～2 月、7 月～9

月に収穫が集中する。コメの主要な用途は食であるものの主食としてコメを食べること

は比較的新しく、この 30～40 年に始まったとのことであり、飼料及びビールといった需

要もコロンビアにおいては大きいという。コメの生産は国内の需要を賄うだけの量であ

るが、これまで数年を除いては大規模な輸出入は行われてこなかったが、米国との FTA

締結により、FEDEARROZは米国からの安価なコメの輸入が急増することを恐れている。

事実 2015 年にはコメの輸入が急増し、金額で前年の 2.1 倍、量で 3.2 倍に拡大した。米

国との FTA 協定発行により、2016 年の第 1 四半期には 65,972t の精米が輸入される見通

しで、コメ輸入では米国の存在感が強い。コメは農産物の中で最も長い 19 年間の輸入割

当制度の適用が認められ、しかも当初 6 年は据え置き期間が設定され、この間関税率の

引き下げは行われない。輸入割当量は初年度割りあて数量から毎年 5％拡大され、初年

度割り当て量は 79,000t、関税率 80％となっている。他方で、コロンビアにおいて、コ

メは前述のとおり現在年 2 回生産され、これまでは需要が十分に保たれており急激なコ

メの輸入がなかった。これらのことからコメの飼料用等の需要はともかく、主食として

のコメの需要が輸入米価格が安くなることにより急速に増加することはないのではない

かと考えられる。最大の輸出国である米国は米国生産者にかなりの生産補助金を支給し

ていることから、コロンビアのコメ農家が価格競争だけを目的としてコメの増産や経費

の縮減を行っても限りがあると考えられ、主食用のコメについては食味や安全性など、

国内外の市場ニーズに合致したコメの品種改良・生産も必要と考えられる。更にはコロ

ンビア国内消費者の自国米への関心を高める必要もあると考える。 

 

③ JCC にて中間レビュー結果報告終了後、在コロンビア日本国大使館を訪問し、畑中龍太

郎大使に本調査報告を行った。同大使からは調査団の労を多とすると共に、コロンビア

においては農業が重要な産業となっており、平和構築、治安の安定の観点からも重要で

あり、日本としても積極的に支援すべきと考えていること、最近の在コロンビア邦人企

業会合（木曜会）でも農業機械や肥料等についての話題が出たこと、日本の経済界では、

コロンビアは、ミャンマー、ベトナム、トルコと同様、人口規模（マーケット）、勤勉性、

親日性などから期待されている国であること、などから、本プロジェクトの実施及び同

成果がコロンビアの社会経済発展に繋がると同時に、本邦企業も何らかの形で同国の経

済発展に貢献できるよう検討してほしい旨が強く述べられた。同発言に対し、JICA は最

近民間連携事業、中小企業海外展開事業等も積極的に展開しており、農機具/農産物加工

/農業技術関連企業等の同プロジェクト活動への参加や将来における本邦企業の同プロ

ジェクト成果の活用は、本プロジェクトの継続性や普及の観点からも有用であると説明

した。（翌日、日本大使館からプロジェクトに対し、大使及び本邦企業へ改めて本プロジ

ェクト詳細の説明を依頼されたとのこと。このため小職からプロジェクトリーダーらに
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対し、最近のベトナムにおける FVC11案件の事例：プロジェクト活動を通じての本邦企

業への現地説明会・交流会の実施、C/P 機関によるビジネスマッチング会の開催、中小

企業海外展開事業の活用などを説明） 

 

④ 全国のコメ生産者を束ねる FEDEARROZ は 1947 年に設立され、農業・農村開発省の委

託を受けて国家稲基金（National Fund for Rice：FNA）を運用している。同基金の財源は

生産者から集められ、資金はコメ生産の効率化や技術開発に充てられる。CIAT と共に

FEDEARROZ を C/P 機関としたことは非常に有効で、今後の実際的な普及段階での役割

が期待される。他方でコメの生産に主眼が置かれすぎており、購買者（流通、加工、販

売、消費）の観点がいまだ低いと感じられる。マーケットの観点からのコメ生産を進め

るべく、この分野での国内消費者団体、本邦企業を含むコメ関連団体との連携も非常に

重要と思われる。 

 

 

 

                                                        
11 Food Value Chain 



付 属 資 料 
 
 

１．ミニッツ及び中間レビューレポート（英文及び西文） 

２．PDM version 0（仮和文） 

 

 





１．ミニッツ及び中間レビューレポート（英文及び西文）

－ 39 －



－ 40 －



－ 41 －



－ 42 －



－ 43 －



－ 44 －



－ 45 －



－ 46 －



－ 47 －



－ 48 －



－ 49 －



－
50

－



－
51

－



－
52

－



－
53

－



－
54

－



－ 55 －



－ 56 －



－ 57 －



－ 58 －



－ 59 －



－ 60 －



－ 61 －



－ 62 －



－ 63 －



－ 64 －



－ 65 －



－ 66 －



－ 67 －



－
68

－



－
69

－



－
70

－



－
71

－



－
72

－



－
73

－



－
74

－



－
75

－



－
76

－



－
77

－



－
78

－



－
79

－



－
80

－



－
81

－



－
82

－



－
83

－



－
84

－



－
85

－



－
86

－



－
87

－



－
88

－



－
89

－



－ 90 －



－ 91 －



－ 92 －



－ 93 －



－ 94 －



－ 95 －



－ 96 －



－ 97 －



－ 98 －



－ 99 －



－ 100 －



－
101

－



－
102

－



－
103

－



－
104

－



－
105

－



－
106

－



－ 107 －



－ 108 －



－ 109 －



－ 110 －



－ 111 －



－ 112 －



－ 113 －



－ 114 －



－ 115 －



－ 116 －



－ 117 －



－ 118 －



－ 119 －



－ 120 －



－
121

－



－
122

－



－
123

－



－
124

－



－
125

－



－
126

－



－
127

－



－
128

－



－
129

－



－
130

－



－
131

－



－
132

－



－
133

－



－
134

－



－
135

－



－
136

－



－
137

－



－
138

－



－
139

－



－
140

－



－
141

－



 

 

プロジェクト名：  遺伝的改良と先端フィールド管理技術の活用によるラテンアメリカ型省資源稲作の開発と定着プロジェクト 
プロジェクト対象地域： コロンビアの Valle del Cauca 県、Tolima 県、Meta 県。 
ターゲットグループ：  直接裨益者： CIAT、FEDEARROZ、FLAR、UNIVALLE の研究者。    間接裨益者： コロンビアのコメ生産者。 
プロジェクト期間：  2014 年 5 月～2019 年 5 月（5 年間) ver.0 （2014 年 2 月、R/D） 

プロジェクト要約 指標 指標入手手段 外部条件 

上位目標 
プロジェクトで開発された省資源稲作技術がコロンビアと

ラテンアメリカの農家に普及される。 

・ プロジェクトで開発された省資源稲作技術がコロンビ

アの農家の X%に適用される。 
・ 少なくともラテンアメリカの 2 カ国で普及活動が実施さ

れる。 

 
・ FEDEARROZ 及び FLAR

からの情報 

 

プロジェクト目標 
省資源稲作技術及びその実用化に資する技術を開発する。

 
省資源稲作生産に関する技術指針と普及の手段が明らかに

なる。 

・ 研究成果とプロジェクト

文書 
・ 農業専門家による評価 

・ コロンビア及びその他のラテンア

メリカにおいて、コメ産業開発に

係る政府政策が変化しない。 
成 果 
1. QTL 遺伝子集積により水・養分利用効率の高いイネの新

品種に向けた育成系統が作出される。 

 
1. 3 つの有望系統が作出される。 

 
研究紀要、ウェブサイト出

版、学会発表、プロジェクト

文書。 

・ 実施機関の権限と実施機関間の協

働関係が維持される。 

2. 効率的な施肥栽培管理のための技術が開発される。 2. 栽培管理技術により肥料効率が 20%向上する。 
3. 流域スケールで効果のある節水栽培技術が確立される。 3. 水管理技術により水利用効率が 20%向上する。  
4. 精密農業が施行され、技術の伝達と人材育成システムが

構築される。 
4. 2 種類の技術マニュアル（スペイン語）が作成される。  

活 動 投 入 外部条件 

1-1.  根系を中心とした高水・窒素利用効率に関連する遺伝子の検出と育種選抜のためのマー

カーを開発する。 
1-2.  マーカー選抜育種法による準同質遺伝子系統及びその集積系統を作成する。 
1-3.  試験圃場において形質評価を行う。 
1-4. 育成系統を大量増殖する。 
 
2-1.  稲生育モデルを選定する。 
2-2.  湛水状態と畑状態を繰り返す現地の状況に適合するようにモデルのモジュールを改良す

る。 
2-3.  パイロット圃場においてモデルの適合性試験を行い、モデルを検証する。 
2-4.  成果 1 で開発される新育成系統を用い異なる条件下で適合性試験を行い、水と土壌のパ

ラメーターを修正する。 
2-5.  作物モデルの適合性検定を行い施肥反応試験を実施する。 
2-6. 生育モデルを援用した稲生育栄養診断アルゴリズムを確立する。 
2-7. 生産者向け施肥意思決定支援システムを開発する。 
 
3-1.  節水栽培適応性遺伝子を導入したイネの異なる土壌栽培環境での形質発現と遺伝・環境

相互作用を評価し、節水効果を向上させる環境条件や栽培方法を明らかにする。 

コロンビア側 
- カウンターパート 
- 専門家用事務スペース、ラボスペース、グリーンハ

ウス用スペース、試験圃場、フィールド試験圃場 
- 事務費用、機材管理経費 
- Ibague と Llanos にある FEDEARROZ-FNA 所有の車

輌 の利用（移動のため） 
- 事務機器（パソコンとプリンター） 
 
 
日本側 
1) 専門家（遺伝/育種、リモートセンシング、土壌、

肥料、作物モデル、水資源管理、水文、土壌センサ

ー、精密農業、技術移転、業務調整） 
 
2) 機材 
- 表現型分析器 
- 遺伝子型分析器 

 

 

前提条件 

 

・ コロンビア国内の治安状況が、プ

ロジェクト活動に極度に悪影響を

与えない。 

・ 極端な気象条件が発生しない。 
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